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０ ． は じ め に  

 

０ ． １ ． 本 稿 の 目 的  

本 稿 の 目 的 は 、 状 況 語 に 関 し 、ド イ ツ 語 に 日 本 語 と 類 似 して い る 要

素 が 存在 する こ とを 示す こ とであ る 。そ のた め にま ずは 、 先行研 究 で5  

は 必 ず し も 一 致 して い な い ド イ ツ語 の 状 況 語 の 基 本 的 な 語 順 に つい て 、

小 説 内 か ら サ ン プル 文 を 得 て 行 う調 査 を 通 じ て 、 語 順 が よ り 固 定的 な

状 況 語と 、語 順 が比 較的 柔 軟な 状況 語 があ るこ と を示 す。そ して、日 本

語 の 状況 語の 語 順と 比較 す ること で 、両 言語 は いず れも 語 順に一 定 の

自 由 度 を 持 ち 、 語 順 が 固 定 さ れる 要 素 も 類 似 して い る こ と を 明 らか に1 0  

す る 。こ れら の 共通 点か ら 、日本 語 話者 は状 況 語を 含む ド イツ語 文 を

理 解 する 際に 、 特別 な意 識 を払う 必 要は ない こ とを 示す。  

 

０ ． ２ ． テ ー マ を 設 定 する に あ た って の 背 景  

 本 稿で 研究 対 象と する 状 況語と は 、副 詞的 要 素の 一種 で ある。 副 詞1 5  

的 要 素と は、品 詞と しての 副詞 に限 ら ず、文 や用 言を 修飾 す る機 能を 持

つ 文 成分 のこ と であ る 。副 詞 的要素 が 持つ 機能 は 、D u d e n  ( 2 016 :  79 4 ,  

7 95 )に よ れば 命 題外 機能 と 、命題 内 機能 に分 け られ る。命 題とは「 い

つ どこで なぜ 誰が な にを どうす る（ 井 口（ 2000 :  6））」 を表 すも ので あ

る 。  2 0  

命 題 外機 能 を持 つ副 詞的 要 素は、 事 態に 対 する 話者 の心 情 、評価 な

ど を 表し たり 、 発言 の流 れ を明確 に した りす る ため に用 い られる 。 命

題 の 外に ある と いう こと は 、井口（ 2000 :  6）に よれ ば、命 題のよ う に

疑 問 詞 で 問 う こ と が で き ず、 現 実 世 界 に 指 示 対 象 を 持 た な い と い う こ

と で ある 。例え ば 以下 の 、例 文（ 1） 及 び（ 2）の 、筆 者が 下線部 を 引2 5  

い た 副詞 的要 素 は現 実世 界 に指示 対 象が ない 。（ 1）の w a h r s c h e in l i c h

な ど は、 叙述 内 容が 成立 す ると話 者 が判 断す る 確か らし さ の程度 を 、

（ 2） の z u m  e i ne n 及び z u m  a n de r e n は、 プロジ ェ クト が否 決 され た

原 因 を列 挙す る 文と 文の 関 係を示 して いる 。 （ 例 文 は D u d e n  ( 201 6 :  79 4 ,  

7 95 )よ り 引用 して いる。）  3 0  
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（ 1） A n n a  k o m m t  w a h r s c he i nl i c h  /  v i e l l e i c h t  /  s i c he r  /  a n g e b l i c h .  

（ 2）D as  Pr o j e kt  i s t  a b z u le h n e n:  E s  ko s te t  z u m  e i ne n  v i e l  z u  v i e l ,  

u n d  z u m  a n d e r e n  z e i t i g t  e s  u ne r w ü n s c ht e  Ne b e n wi r k u n g e n.  

 

そ して 2 つ 目が 、命 題内 機 能の副 詞 的要 素で あ る。 命題 内 という こ5  

と は 、 先 ほ どと は 逆 に 、 現 実 世 界 に 指 示 対 象 を 持 つ の で あ り 、 疑 問 副

詞 等 に よ って 問 う こ と が で き る 。状 況 語 は 、 こ の 命 題 内 機 能 を 持つ 副

詞 的 機能 に含 ま れる 。な ぜ なら状 況 語は 、あ る 事象 が起 こ る、あ る い

は 事 象 を 起 こ す 際 、 そ の 場 の 状況 （ い つ 、 どこ で 等 ） や 周 辺 情 報を 記

述 す る語 であ る から だ。  1 0  

 こ こま で、 状 況語 の機 能 は副詞 的 要素 の中 で も命 題内 機 能に分 類 さ

れ る こと を述 べ た。 本稿 で 状況語 に 着目 し、 日 本語 とド イ ツ語で の 語

順 を 比較 する 理 由は 、添 加 的に表 現 され る状 況 語の 自然 な 配置に つ い

て 疑 問 を 抱 い た か ら で あ る 。 以下 、 状 況 語 の 配 列 と して 認 め ら れる 語

順 に つい て例 文 を挙 げる 。状 況語は 下 線部 によ って 示 した 。ド イツ語 の1 5  

テ ス ト で 赤 点 を 取 って し ま っ た と い う 状 況 を 仮 に 前 提 と す れ ば 、（ 3a-

c） の 発 話が 考え ら れる 。  

 

（ 3a）I c h  h a b e  h e ut e  de s w e ge n  an  d e r  U ni  f l e i ß i g  De u ts c h  ge l e r nt .  

（ 3b）I c h  h a b e  d e s we g e n  he u te  an  d e r  U ni  f l e i ß i g  De u ts c h  ge l e r nt .  2 0  

（ 3c）I c h  h a b e  a n  d e r  U n i  de s we g e n  f l e i ß i g  h e u te  De u ts c h  g e l e r nt .  

 

ド イ ツ語 は、 動 詞句 の配 置 や句単 位 のま とま り 等の ルー ル はある も の

の 、 語句 の配 置 につ いて は 概ね寛 容 であ るこ と が知 られ て おり、 こ の

よ う にい くつ か の語 順の パ ターン が 考え られ 得 る。 いず れ も文法 的 に2 5  

間 違 った 文で は ない が、 異 なる語 順 は異 なる ニ ュア ンス を 与える の で

は な いか と考 え 、自 然な 基 本的語 順 とい うテ ー マに 興味 を 抱いた 。  

実 際 の言 語使 用 にお いて は、（ 3b-d） の よう に 1 つ の文 に 2 つ 以上

の 状 況 語 が 含 ま れ る こ と は 少 な い か も し れ な い 。 中 島 ・ 平 尾 ・ 朝 倉

（ 2003）の 文法 書 にお いて 状 況語 の 項で 紹介 さ れて いる 例 文は、いず3 0  

れ も 1 つ の 文 に 1 つ の 状 況語が 含 まれ てい る にと どま る 。しか し 、

D u d e n  ( 2 016)  の よ う な 、よ り総 合 的 か つ 包括 的 な 文法 書 に は、 複 数
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の 状 況語 が含 ま れる 文の 紹 介が存 在 してお り、 1 つ の 文中 に 2 つ 以 上

の 状 況語 を含 め るこ とは 可 能であ る 。ド イツ 語 の学 習が 進 み、状 況 語

が 1 つ の文 に複 数含 ま れる ケース に 触れ る機 会 が多 くな れ ば、中 級 以

上 を 目 指 す 者 は 、 ド イ ツ 語 と 日本 語 に お け る 状 況 語 の 特 徴 を 理解 して

い る こ と に よ って 、 よ り 自 然 な 文の 理 解 や 発 話 が 可 能 に な る の では な5  

い か と考 えた 。  

 

０ ． ３ ． 本 稿 の 流 れ  

 第 1 章 では 、ド イツ 語 にお ける 状 況語 とは 何 か、 そ して その 語順 に

つ い ての 先行 研 究を 概観 し 、その 内 容を 整理 す る。 最初 に 、本稿 で 用1 0  

い る 用 語 を 確 認 す る 。 そ して 、 先行 研 究 に お い て 論 じ ら れ て い る状 況

語 の 語順 につ い て、そ れぞ れの主 張 をま とめ る 。続 く 第 2 章 で、サ ン

プル 調査 と して 、 Fe r d i n a n d  v o n S c h i r a c h（ フ ェル ディ ナン ト ・フ ォ

ン・シ ーラ ッハ 、1 9 6 4－ ）の S tr a f e を用 い て、実 際の 文を 基に 、ド イ

ツ 語 の状 況語 の 語順 を分 析 する。第 3 章 で は、比較 対象 に 据える 日 本1 5  

語 に つい てま と め、第 1 章 及 び第 2 章 の結 果と 比較 す る。ま ずは 、ド

イ ツ 語 の 状 況 語 に 相 当 す る 表 現が 日 本 語 に も 存 在 して い る こ と を確 認

す る 。 そ れ に よ って 判 明 し た ド イツ 語 と 日 本 語 に お け る 状 況 語 の基 本

的 語 順を 比較 す る。 最後 の 第 4 章 で は、 比較 結 果の 応用 と して 、日 本

語 を 母語 とす る ドイ ツ語 学 習者に 対 し、 ドイ ツ 語を 理解 す るにあ た っ2 0  

て 留 意すべき 点を 提 案す る。  

 

１ ． ド イ ツ 語 の 状 況 語 と そ の 語 順  

 

１ ． １ ．  本 稿 で 用 い る 用 語 に つ い て  2 5  

 ド イ ツ 語 の 状 況 語 を 取 り 扱 うに あ た って 、 ま ず は 本 稿 で 用 い る用 語

を 確 認す る。 タ イト ルに も 挙げら れ てい る副 詞 的要 素や 状 況語に つ い

て は 、本 稿冒 頭 にお いて も ごく簡 単 に触 れた が 、本 章で あ らため て 説

明 を する 。各 種用 語の 説 明は 井口（ 2000）、D u de n  ( 2016 )  を 参 照した 。  

 3 0  

１ ． １ ． １ ． 副 詞 的 要 素 （ Ad v e r b i a l i e n ）  

 本 項で は、 状 況語 とは 何 かを説 明 する ため に 、副 詞的 要 素と、 そ れ
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が 持 つ機 能に つ いて 井口（ 2000   1 -8）を 参 考に 整理 する 。ま ず副詞 的

要 素 とは 、文 中 にお いて 副 詞の役 割 を果 たす 語 、も しく は 句のこ と で

あ り 、必 ずし も 品詞 と して の副詞 1 の み を指 すカ テゴ リ では ない 。 そ

して こ の 副 詞 的 要 素 の 機 能 は 、 現実 世 界 に 指 示 対 象 を 持 つ か 否 かに よ

り 、 それ ぞれ 命 題内 機能 と 命題外 機 能に 分け ら れる 。命 題 とは「 い つ5  

どこ でな ぜ誰 がな に を どう する（井 口（ 2000 :  6））」を 表 すも ので ある 。

命 題 の一 部を 担 う副 詞的 要 素は 、命 題 内機 能を 持 つ。一 方で 、n i c ht や

w a h r s c h e i n l i c h のよ うに 、それ自 体 は現 実に 指 示対 象を 持 たない も の

は 命 題外 機能 を 持つ 。１．１ ．２．で 詳述 す る状 況語 は、「 いつ 、どこ

で 、 な ぜ 、 どの よ う に 」 を 示 す もの で あ る か ら 、 こ の う ち の 命 題内 機1 0  

能 に 分類 され る 。  

副 詞 的 要 素 は 品 詞 と して 副 詞 に 限 る も の で は な い と 述 べ た 。 ここ か

ら は 副 詞 的 要 素 が どの よ う な 形 を取 る か に つ い て 、 い く つ か 例 を挙 げ

る 。ま ずは 、副詞  （ A d v e r bi e n）で あ る 。文 中の 該 当す る語 に は下線 を

引 い てい る。  1 5  

 

（ 4） H e ut e  r e g ne t  e s .  

（ 5） Er  i s t  i m me r  f r ö h l i c h .  

 

 次 に挙 げる のは 、品 詞 と して は形 容 詞（ A d je k t i v e）で ある が、副 詞2 0  

的 に も用 いら れ るこ とが 可 能な形 容 詞で ある 。 形容 詞に は 大きく 分 け

て 3 つ の役 割が 存在 す る。 1 つ 目は 述 語的 （ pr ä d i k a t i ve  A dj e kt i ve）

な 、2 つ 目 は付 加語 的（ a t t r i b u t iv e  A d je k t i ve）な 、そして 3 つ 目は 本

稿 で 取り 上げる副 詞 的（ a d v e r b i a l e  A d je k t i v e）な役 割 であ る。以 下（ 6）

が 副 詞的 に用 い られ る形 容 詞の例 で ある 。  2 5  

 

（ 6） Er  t a n z t  g u t .  

 

 さ らに は、名詞 句（ No m i n a l p hr a s e n）も 時に 副 詞的 に扱 われ るこ と

が あ る。ドイ ツ 語に おけ る名 詞 は、格、数、性 の文 法的 特 徴を 有する 。3 0  

こ の 特徴 の中 で、名 詞句 が副 詞的に 振 舞う 際重 要 な役 割を 果 たすの は、

格 で あ る 。 ド イ ツ 語 に お け る 名 詞 の 格 は 主 格 （ No m i n a t i v）、 属 格
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（ G e ni t i v）、与格（ D a t i v）、対格（ A k k u s a t i v）の 4 つ が 存在 するが 、

単 独 で副 詞的 要 素に なり う るのは 、属 格 と対 格で あ る 2。属 格は、単独

で は 、 代 表 的 に は 付 加 語 と して 用い ら れ る こ と が 多 く 、 対 格 は 動詞 や

形 容 詞の 目的 語 とな るこ と が多い 。しか しこ れ ら 2 つ の 格 は、文 の 中

で 副 詞的 な役 割 を果 たす こ とがあ る 。以 下（ 7）（ 8） に 例 を示 す。  5  

 

（ 7） I c h  mö c h te  e i ne s  T a g e s  e in m a l  De u ts c hl a n d  b e s u c he n .  

（ 8） Ge s te r n  w ar  i c h  de n  g a n z e n  T a g  z u  H a u s e .  

 

 最 後 に 、 前 置 詞 を 核 と し た い く つ か の 語 の 集 ま り で あ る 前 置 詞 句1 0  

（ P r ä p o s i t i o n a l p h r as e n） に つい て 述 べる 。 前置 詞 句は 、 名詞句 と 同

じ よ う に 句と して 副詞 的 要 素に 数え ら れ る 。以 下 （ 9）（ 10） を 参照 さ

れ た い。  

 

（ 9）W ir  t r e f f e n  u ns  mo r g e n  a uf  d e m  B a h n h o f .  1 5  

（ 10） I c h  f r ü hs t üc ke  j e de n  T a g  u m  9  U hr .  

 

 以 上が 代表 的 かつ 、本 稿 で取り 扱 う副 詞的 要 素で ある 。 本来で あ れ

ば 、例 の（ 11）や（ 12）のよ うに、副文 や zu 不 定 詞 句も 副詞 的要素 に

な り 得る 。（ 11）の 下線 部 は食 べ過 ぎた こと によ る とい う、原因・理 由2 0  

を 示 してい るし 、（ 12）の下 線部は ド イツ 語を 学 習す るた め という 、目

的 を 表 して いる 。  

 

（ 11） Er  i s t  k r a n k ,  w e i l  e r  z u  v i e l  g e ge s s e n  h a t .  

（ 12） Er  g i n g  n a c h De u ts c hl a n d ,  u m  De u ts c h  z u  l e r n e n .  2 5  

 

し か し な が ら 、 こ れ ら の構 文 は、 1 つ の ま と ま り と して 文 中にお け る

配 置 があ る程 度 決ま って おり 、かつ 本 稿で は 1 つ の文 の 中に おける 副

詞 的 要素 の語 順 に焦 点を 当 てるこ と を目 的と す るた め、 こ れら副 文 や

不 定 詞句 全体 で 副詞 的要 素 となる も のに つい て は扱 わな い 。  3 0  
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１ ． １ ． ２ ． 状 況 語  ( S i t u a t i v e  Ad v e r b i a l i en ,  S i t ua t i va d v e rb i a l i en )  

 本 稿に おい て 着目 した い のは、 副 詞的 要素 の 中で も特 に 、命題 内 機

能 を 持つ 状況 語 であ るこ と を既に 説 明し た。 状 況語 とは 読 んで字 の ご

と く 、 事 柄 が 起 こ る 状 況 を 記 述 す る も の で あ る 。 D u d e n  ( 2016 :  7 95 )  

を 参 考に すれ ば 、状 況語 は 4 つ の グル ープ に大 別す る こと がで きる 。5  

そ れ は、 時  (Te m po r a l - )  ,  因 果  (K a u s a l - )  ,  様 態  (M o d a l - )  ,  場 所 の

副 詞 的要 素  (Lo k a l a d v e r b i a l i e n )  で あ る 。こ れら は 、疑 問副 詞（ w a n n ,  

w o ,  wie ,  w a r um  e t c .）で 問 われ るこ と が多 い 。 3 以 下に 例を 示 す。A の

発 言 にお ける 下 線部 は疑 問 副詞を 、 B の 下 線部 はそ れに 対 応する 状 況

語 を 示 して いる 。 （ 13） は時 、（ 14） は因 果、（ 15）は 様態 、（ 16）は 場1 0  

所 の 副詞 的要 素 に着 目し た 例文で あ る。  

 

（ 1 3） A :  W a n n  k o mm s t  d u  z ur  U n i ?  

        B :  I c h  ko m me  z u r  U n i  g e g e n  1 2 .  

（ 1 4） A :  W a r u m k a n n s t  d u  n i c h t  k o m me n ?  1 5  

        B :  I c h  k a n n  we g e n de m s c h le c h te n  We t te r  n i c ht  a us g e he n .  

 （ 1 5） A :  W ie  a r b e i t e n  d i e  B ie n e n?  

        B :  S i e  a r be i t e n  f l e i ß i g .  

 （ 1 6） A :  Wo  wo l l e n  w i r  u ns  m o r g e n  t r e f f e n?  

        B :  Tr e f f e n  w i r  u ns  a u f  d e m  B a h n h o f !  2 0  

 

１ ． １ ． ３ ． 補 足 語 （ E r g än z un ge n ） と 添 加 語 （ An g ab e n）  

 前 項ま でで 、 副詞 的要 素 と、そ の 中の 状況 語 につ いて 説 明をし た 。

本 項 では 、本 稿 で扱 う状 況 語につ い てさ らに 範 囲を 限定 す るため に 、

補 足 語（ E r g ä n z u n g e n）と 添 加語 （ A n g a b e n）に つ いて 紹介 する 。 前2 5  

項 で は状 況語 の 、文 中に お ける意 味 的役 割に の み焦 点を 当 ててい た 。

そ こ で、 意味 的 役割 に対 し 統語的 役 割か らも 、 本稿 で扱 う 状況語 の 範

囲 を 限定 する こ とが 本項 の 目的で あ る。  

ド イ ツ語 に は動 詞の 意味 に 紐づい た 、自 由 に付 け加 えた り 、省略 し

た り する こと が 許さ れな い 補足語 と 、逆 に添 加 や省 略が 自 由な添 加 語3 0  

と が 存在 する 。具 体的 な例 を 以下の 例 文（ 17）に て 示す。例 文は D ud e n

（ 2016 :  7 79）か ら 引 用し たも ので あ り、各 種下 線は 筆 者で ある 。波 線
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は 例 文に おけ る 補足 語で あ り、実 線 は添 加語 を 示 して いる 。  

 

（ 17） S ie  s t e l l t e  r as c h  e i n e  Ke r z e  a uf  d e n  T i s c h .  

 

 動 作主 の様 態 を表 す r a s c h と、 場 所を 表 す a uf  d e n  T i s c h は、 い ず5  

れ も 前項 で述 べ た状 況語 に 該当す る 。し かし 文 法的 には r a s c h と a u f  

d e n  T i s c h は異 なる 役 割を 持ってい る 。補足 語は 、動詞 句（ Ve r b p h r a s e n）

に 含 ま れ て お り 、 動 詞 と ま と まっ た 構 造 を して い る か ら 、 文 中 の右 側

に 配 置さ れる 。 その ため 語 順は、 代 名詞 等の 例 外は あり つ つも、 比 較

的 固 定的 であ る と言 える 。 そのた め 今回 は、 よ り流 動的 な 添加語 間 の1 0  

語 順 に着 目す る 。  

 

１ ． １ ． ４ ． 結 合 価 （ Va l en z ）  

 補 足 語 と 添 加 語 を 判 断 す る にあ た って 重 要 な 観 点 が 結 合 価 で ある 。

結 合 価 と は 、 文 構 造 の 中 に 特 定の 品 詞 、 形 態 、 機 能 に よ って 埋 めら れ1 5  

る 空 位を 作る 、動詞 の 能力 であ る。前 項に お ける 補足 語 の説 明で 、1 つ

の 文 に どの よ う な 種 類 の 補 足 語 がい く つ 必 要 か 、 と い う こ と は 動詞 の

意 味 で 決 ま る こと を 述 べ た。 具体 的 に 先 に 挙げた 例 （ 17） で 言え ば 、

こ の 文に おい て s te l l e n とい う動詞 は、 （ を をを  置く 、立 てる ）と い

う 意 味で 用い ら れて いる 。 そしてこ の 意味 では 、 結合 価辞 典 4 によ れ2 0  

ば 、s t e l l e n は [ j e m a n d ,  e t w as ,  i r g e n d w o h i n ]と い う 3 つ の 要素 を補 足

語 と して要 求す る 。そ の ため、（ 18）の よ うな 文は 許 容さ れる が、（ 19）

は 文 法的 に間 違 いと され る 。以下 、 補足 語に 下 線部 を引 い ている 。  

 

（ 18）S ie  s t e l l t e  e i n e  K e r z e  a uf  d e n  T i s c h .  （ 添 加語 r as c h を 省 略）  2 5  

 （ 19） *Si e  s t e l l t e  r a s c h  a u f  de n  T i s c h .（補 足 語 e i n e  K e r z e を省  

略 ）  

 

一 方 で、 これ が 動詞 s te l l e n の別 の 意味 、例 え ば（ をを 用 意、調 達 す

る ） であ った な らば 、 i r ge n d w o hi n は 補 足語 と して要 求さ れな い。 こ3 0  

れ が 、 動 詞 の 意 味 に よ って 要 求 され る 補 足 語 の 数 と そ の 意 味 が 変わ り

得 る とい うこ と であ り、必ず しも 1 つ の動 詞に 1 つ の 結合 価 規則 し か
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な い とい うわ け では ない 。  

結 合 価は 空 位の 数に 応じ て 、零価 、 一価 、 二価 （主 語と 目 的語を 要

求 す る） とい う よう に表 さ れる。 補 足語 と違 い 、添 加語 は この数 字 に

関 係 してい ない 。こ の結 合 価を 参考 に する こと に よって、あ る 語句が 、

動 詞 が要 求す る 補足 語な の か、添加 語 なの かを 判 断す るこ と ができ る。5  

こ れ に よ り 、 状 況 語 の 中 で も 、特 に 添 加 語 の 状 況 語 に 着 目 して 調査 す

る こ とが 可能 に なる と考 え る。  

 

１ ． １ ． ５ ． ま と め  

 最 後に 、改 め て本 稿に お いて最 も 重要 な要 素 の状 況語 に ついて ま と1 0  

め た い。 状況 語 は副 詞的 要 素の中 で 命題 内機 能 を持 つも の であり 、 状

況 を 記 述 す る 。 し か し 先 ほ どの 補足 語 と 添 加 語 の 概 念 を 状 況 語 に適 用

して み れば 、① 補 足語 たる 状況 語と ② 添加 語た る 状況 語 の 2 つ が存 在

す る こと が分 か る。①の 例を（ 20）（ 21）に、② の例 を（ 22）（ 23）に

示 す。  1 5  

 

（ 20） Me i n G e b ur t s t a g  i s t  a m 1 .  J a n u a r .  

（ 21） Wi r  f a hr e n m i t  de m  Z u g  n a c h  N a r a .  

 

（ 22） Er  a r be i t e t  s c h o n l a n g e  d o r t .  2 0  

（ 23） Wi r  m a c he n  i n  N ar a  e i ne n  S t a d t b u m me l .  

 

こ れ らの 例文 は いず れも 、 時や場 所 を示 す状 況 語を 含む が 、それ ら 状

況 語 の 省 略 の 可 否 に 違 い が 現 れ て い る 。 今 回 取 り 扱 う の は （ 22） の

l a n g e や （ 23） の i n  N a r a のよう な 、文 法上 は 省略 が可 能 な、添 加 語2 5  

た る 状況 語で あ る。  

 以 上を 表に ま とめ たも の が表 1 で ある 。  
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表 1  本 稿 で扱 う用 語の ま とめ  

 

な ぜ 補 足 語 を 取 り 上 げな い か と 言え ば 、 添 加 語 と 補 足 語 の 間 に は 基

本 的 な 配 列 順 序 が あ る か ら で ある 。 必 須 の 要 素 と して 動 詞 に 要 求さ れ5  

る 補 足語 は 、動 詞 との 結び つき が強 い 。中島・平尾・朝倉（ 2003   148）

で は、 「 定動 詞と の 結び つき が強い も のほ ど、また 伝 達価 値が 高いも の

ほ ど 後ろ に置 く 」と 示さ れ ている 。 その ため 、 補足 語は 添 加語よ り も

文 中 にお いて 後 ろに 位置 す ること が 多い 。 （ 24a）は 補足 語 n a c h  To k y o

と 添 加語 a l l e i n が含 まれ る文 であ り 、補 足 語が 添加 語 より 後ろ に配 置1 0  

さ れ る基 本的 な 順序 であ る。一方で（ 2 4 b）は 添加 語 が補 足語 よ り後 方

に 位 置さ れて お り、 基本 的 な語順 と は言 えな い 。添 加語 に は波線 を 、

補 足 語に は下 線 を引 いて い る。  

 

（ 2 4 a） S i e  f ä h r t  a l l e i n  n ac h  T o k y o .  1 5  

（ 2 4 b） S i e  f ä h r t  n ac h  T o k yo  a l l e i n .  

 

基 本 的 な 語 順 と して 概 ね 統 一 的 な 見 解 が 得 ら れ て い る 補 足 語 たる 状

況 語 の 語 順 に つ い て は 本 稿 で は 取 り 上 げず、 添 加 語 た る 状 況 語 に 限 定

し 、 語順 の調 査 対象 とす る 。  2 0  

 

 



10 

 

１ ． ２ ． ド イ ツ 語 に お け る 状 況 語 の 配 列 に つ い て  

 

１ ． ２ ． １ ． 比 較 を 目 指 す に あ た って  

 本 稿の 目的 は 日本 語と ド イツ語 に おけ る状 況 語の 語順 を 比較す る こ

と で あ る 。 そ の た め に ま ず、 そ れ ぞ れ の 言 語 で 状 況 語 の 語 順 に 関 し 、5  

どの 程 度 一 致 し た 見 解 が あ る の か、 も し く は 違 っ た 見 解 が あ る のか に

つ い て、 先行 研 究の 整理 を する。 ま ずは ドイ ツ 語の 状況 語 の語順 に つ

い て 述べ た先 行 研究 から 見 解をま と める 。  

 こ こで は、D u d e n  ( 2 016)、田 中・バ ウ アー（ 2024）、山本（ 2000）、

グロ ース （ 2000） 及 び 井 口（ 2000） の見 解を ま とめ る。  1 0  

 

１ ． ２ ． ２ ． 先 行 研 究 に お け る 、 状 況 語 の 語 順 に 関 する 見 解  

 

１ ． ２ ． ２ ． １ ． D u de n （ 2 0 1 6 ） に お け る 見 解  

 1 5  

１ ． ２ ． ２ ． １ ． １ ． D u de n （ 2016 ） に お け る 状 況 語  

状 況 語の 語順 に 関 して、最 も細 やか な 説明 を行 って い るの が、D u d e n

（ 2016） であ ると 考 えた ため 、最 初 に取 り上 げる 。  

ま ず D u d e n  （ 2016 :  88 4）で は 、中 域 にお ける 副 詞的 要素 を、４つの

グル ー プ に 大 別 して お り 、 そ れ ら は 以 下 の 引 用 に 示 す 数 字 の 順 に 並 べ2 0  

ら れ るの が標 準 的な 語順 で あると して いる 。  

 

１ ． A d v e r b i a l i e n ,  d i e  de n  r ä u m l i c h e n u n d  z e i t l i c he n  R a h me n 

f e s t l e g e n ,  f ür  de n  d i e  A us s a ge  d e s  S a t z e s  g i l t  

（ 文 の叙 述 内容 に当 ては ま る、空 間 的、 時 間的 枠組 みを 定 め2 5  

る 副 詞的 要素 ）  

２ ． Ko m me n t ar a d v e r bi a l i e n  s o w i e  v e r w a n d te  P a r t i ke l n  

（ 話 者の 心 情、 評価 など を 表す副 詞 的要 素 、お よび 類似 の 不

変 化 詞）  

３ ． S i t u a t i ve  A d v e r b i a l i e n  （状 況 を表 す副 詞 的要 素）  3 0  

４ ． R ic h t u n gs a d v e r b i a l i e n  （方 向 の副 詞的 要 素）  
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1 つ 目 の グルー プ に関 しては 、その 役 割か ら D u d e n  ( 2 016 :  8 84 )に お

い て T he m a t i s c he  A d v e r b i a l i e n と 呼 称さ れて い る。  2 つ 目の グル ー

プ に 関 して 、 話 者 の 評 価 的 情 報 を示 す こ と は 命 題 外 機 能 （ 言 表 態度 ）

に 関 する もの で ある 。そ の ため、 命 題内 機能 に 分類 され る 、状況 語 を

扱 う 今 回 の テ ー マ と は 一 致 し ない 。 同 様 に 、 4 つ 目 の グル ー プ であ る5  

R i c ht u n g s a d v e r bi a l i e n は 、方向 を 意 味す るこ と から 分 かる よう に 、

移 動 を含 む動 詞 の要 求す る 補足語 で ある こと が 多く 、本 稿 で取り 扱 う

対 象 の状 況語 に は当 ては ま らない 。その た め、本稿 で 考え るの は、1 つ

目 の グルー プで ある T h e m a t i s c h e  A d v e r b i a l i e n と、3 つ 目の S i t u a t i v e  

A d v e r b i a l i e n で ある 。  1 0  

 

１ ． ２ ． ２ ． １ ． ２ ． D u de n （ 2016 ） に お け る 状 況 語 の 語 順  

T h e m a t i s c h e  A d v e r bi a l i e n に つい て は 、時 と場 所 の副 詞的 要素 が挙

げ ら れ て い る 。 意 味 に 着 目 して 考え れ ば 、 こ れ は 状 況 語 に カ ウ ント す

る こ とが 可能 だ と思 われ る。この 2 つ の副 詞的 要素 に おけ る語順 に つ1 5  

い て は、 時の 副 詞的 要素 が 先行し 、 場所 の副 詞 的要 素が 続 く。  

ま た 、T he m a t i s c he  A d v e r b i a l i e n の 特 徴 の 1 つ として 、前 域に も配

置 さ れや すい こ とが 示さ れ ている 。前 域 の役 割を 示 した D u d e n  ( 2 016 :  

8 88 )に お いて 、  

 2 0  

A m  A n f a n g  v o n T e xt e n  s t e he n  o f t  S at z g l i e d e r  i m  Vo r f e l d ,  d i e  

e s  e r mö g l i c he n ,  d i e  Ä u ß e r u n g  pe r s ö n l i c h ,  z e i t l i c h  o d e r  ö r t l i c h  

e i n z u o r d n e n.（ D u de n（ 2 0 1 6 :  8 8 8））  

（ 発 話を 人称 的 、時 間的 も しくは 場 所的 に整 理 でき る文 肢 は、

テ キ スト の冒 頭 に前 域 配 置され る こと がし ば しば ある 。）  2 5  

   

と さ れて いる 。つま り、T h e m a t i s c he  A d v e r b i a l i e n は 発 話を 時間的 も

し く は場 所的 に 整理 する こ とがで き る。  

次 に 示す のは 、D u d e n  （ 2016 :  8 84 ,  84 5）よ り副 詞的 要素 の 3 つ 目の

グル ー プで ある S i t u at i v e  A d ve r b i a l i e n の 語順 を 引用 した も のであ る。3 0  

各 項 目の 前に 付 けた 数字 は 、各項 目 間の 語順 を 明瞭 にす る ため、 筆 者

が 施 した もの で ある 。  
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S i t u a t i ve  A d ve r b i a l i e n  

（ 状 況を 表す 副 詞的 要素 ）  

1 .  r h e m a t i s c h e  Te m po r al a d v e r bi a l i e n  ( Ze i t p u n k t ) ,  z . B .  im  M a i  

（ レ ーマ （展 題 ）を 示す、 時の 副詞 的 要素 （時 点））  5  

2 .  A d v e r b i a l i e n ,  d i e  e i n e  W ie d e r h o l u n g  a u s d r üc k e n,  z . B .  

d r e i m a l ,  s t ä n d i g  

（ 反 復を 表す 副 詞的 要素 ）  

3 .  A d v e r bi a l i e n ,  d i e  e i n e  D a u e r  a u s dr ü c ke n ,  z . B .  d e n  g a n z e n  

T a g  1 0  

（ 期 間を 表す 副 詞的 要素 ）  

4 .  A d v e r bi a l i e n ,  d i e  e i n e n  Gr un d  a n g e b e n ,  z . B .  we g e n  s e i ne s  

H u s te ns  

（ 理 由を 表す 副 詞的 要素 ）  

5 .  Mo d a l a d v e r b i a l i e n  mi t  E r e i g n i s b e z u g ,  z . B .  e n d l i c h ,  1 5  

s c hl i e ß l i c h  

（ 出 来事 に関 連 した 様態 の 副詞的 要 素）  

6 .  A d v e r bi a l i e n ,  d i e  e i n e  Be g l e i t u n g  a n g e b e n,  z . B .  m i t  i h r e n  

K o l l e g i n n e n  

（ 同 伴す る人 、 物を 表す 副 詞的要 素 ）  2 0  

7 .  A d v e r b i a l i e n ,  d i e  d i e  S u b j e kth a l t u n g  z u m  A u s d r u c k  br i n g e n,  

z . B .  g e r n  

（ 主 語の 態度 を 表す 副詞 的 要素）  

8 .  A d v e r b i a l i e n ,  d i e  e i n  Mi t t e l  o d e r  e i n  We r k z e u g b e ze i c h n e n,  

z . B .  mi t  Me s s e r  u n d  G a b e l  2 5  

（ 方 法や 手段 を 表す 副詞 的 要素）  

9 .  M o d a l a d v e r b i a l i e n  i m  e n g e n  S i n n ,  z . B .  e i f r i g ;  a u ß e r d e m 

p r ä d i k a t i ve  A n g a b e n ,  z . B .  ge s un d ,  f l üs te r n d  

（ 狭 義 の 様 態 の 副 詞 的 要 素 、 加 えて 述 語 の 状 態 描 写 を す る 添 加

語 ）  3 0  

1 0 .  R h e m a t i s c he  Lo k a l a d v e r b i a l i e n  ( Or t ) ,  z . B .  i n  M a n n h e im  

（ レ ーマ （展 題 ）を 示す、 場所 の副 詞 的要 素（ 地 点））  
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D u d e n  ( 2016 :  79 5 -797 )で は 、これ ら 10 項 目の よう な状 況 を示 す文

成 分 につ いて 、 より 大き な 意味の ま とま りに 基 づい て 4 つ の グル ー プ

に 大 別 して いる 。以 下の 表 2 に その 内 訳を まと め る。表は 筆者が Du d e n  

( 2 016 :  79 5 - 797)を 参 考 に、例 文等 を 省略 して作 成 した 。左 枠 には状 況5  

語 の 意 味 （ 時 、 場 所 等 ） と そ の意 味 に お け る 詳 細 な 項 目 を 記 載 して い

る 。 右 枠 に 記 載 して い る の は 、 各項 目 に 対 応 す る 代 表 的 な 疑 問 詞で あ

る 。  

D u d e n  （ 2016 :  79 5 - 797）に 示され た グルー プ分 けと 、そ こに 分類さ

れ る 意味 を基 に 、上 で引 用 した語 順 の対 応関 係 を括 弧内 の 番号に て 示1 0  

して い る。  

 

T e m p o r a l a d v e r b i a l i e n  F r a g e wo r t  

・ Z e i t p u n k t  ( 1 )  

・ F r i s t  

・ z e i t l i c h e r  A u s g a n g s p u n k t  

・ z e i t l i c h e  E r s t r e c k u n g ,  z e i t l i c h e s  M a ß  ( 3 ) ,  

W i e d e r h o l u n g  ( 2 )  

・ w a n n ?  

・ b i s  w a n n ?  

・ s e i t  w a n n ?  

・ w i e  l a n g e ?  w i e  o f t ?   

 

K a u s a l a d v e r bi a l i e n  F r a g e wo r t  

・ G r u n d  o d e r  U r s a c h e  i m  e n g e r e n  S i n n  ( 4 )  

・ k o n d i t i o n a l :  B e d i n g u n g  

 

・ k o n s e k u t i v :  F o l g e ,  F o l g e r u n g 5  

・ f i n a l :  Z w e c k  

・ k o n z e s s i v :  u n w i r k s a m e r  G e g e n g r u n d  

・ w a r u m ?  

・ i n  w e l c h e m  F a l l ?  u n t e r  

w e l c h e r  B e d i n g u n g ?  

 

・ i n  w e l c h e r  A b s i c h t ?  

・ t r o t z  w e l c h e n  U m s t a n d s ?  

 

 1 5  
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M o d a l a d v e r b i a l i e n  F r a g e wo r t  

・ V o r g e h e n s w e i s e  ( 7 ) ,  ( 9 )  

・ G r a d ,  M a ß ,  I n t e n s i t ä t  

・ g r a d u e l l e r  U n t e r s c h i e d  

・ s t o f f l i c h e  B e s c h a f f e n h e i t  

・ i n s t r u m e n t a l :  M i t t e l  o d e r  W e r k z e u g  ( 8 )  

・ B e g l e i t u n g  ( 6 )  

・ w i e ?  

・ w i e  v i e l ?  w i e  s e h r ?   

・ u m  w i e  v i e l  

・ w o r a u s ?  

・ w o m i t ?  w o d u r c h ?  

・ m i t  w e m ?  

 

L o k a l a d v e r bi a l  F r a g e wo r t  

・ O r t  ( 1 0 )  

・ R i c h t u n g ,  W e g ,  Z i e l  

・ H e r k u n f t  

・ r ä u m l i c h e  E r s t r e c k u n g ,  r ä u m l i c h e s  M a ß  

・ w o ?  

・ w o h i n ?  

・ w o h e r ?  

・ w i e  w e i t ?  

表 2  状 況 語の 各 グル ープ にお ける 詳 細な 意味 と 対応 する 疑 問詞 6  

  

表 2 に は（ 5）  Mo d a l a d v e r bi a l i e n  mi t  Er e i g n i s b e z u g に 対応 する 要

素 が 見ら れな い 。しか し 、M o d a l ad v e r b i a l i e n  m i t  E r e i g ni s be z u g は 、5  

出 来 事全 体に お ける 展開 の 様態を 表 す副 詞的 要 素と いう こ とがで き 、

文 全 体 を 修 飾 す る 役 割 を 担 って い る 。 よ って 様 態 の 副 詞 的 要 素 に 数 え

る こ とが 可能 で ある と考 え る。様 態 の副 詞的 要 素に は、 行 為者の 様 態

を 示 すも のの 他 に、 出来 事 の様態 を 示す もの が 存在 する か らだ。 よ っ

て 、括 弧に よって示 し たよ うに 、１ か ら３ が時 を 、４が 因果 を 、5 か ら1 0  

9 が 様 態 を 、 10 が 場所 を 表す 副詞 的 要素 であ る こと が分 か る。  

こ れ によ り、 D u d e n（ 2016 :  8 84 ,  8 8 5） で 主 張 され てい る状 況 語 10

項 目 の語 順は 、D u de n  （ 2016 :  7 95 - 797）の 分 類に 照ら せ ば、４ つの グ

ル ー プに 対応 さ せて 考え る ことが 可 能で ある と 考え られ 、  

 1 5  

時 → 因果 →様 態 →場 所  

 

こ の よう に表 す こと が出 来 る。  

し か し、表 2 を 見れ ば 、 D u de n (2016 :  8 84 , 8 85 )が 状 況語 の語 順 につ
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い て 一覧 と して 述 べた S i t u a t i ve  A d v e r b i a l i e n の 10 項 目 は、 あく ま

で 状 況語 全体 か ら代 表的 に 取り上 げ られ たも の であ るこ と が分か る 。

な ぜ なら 、実 際 には 、表 2 におい て 述べ られ て いる 時、 因 果、様 態、

場 所 の大 き な 4 つの く くり の中に は 、よ り細 分化 さ れた 要素 が見 受 け

ら れ 、そ の 数は 10 よ りも 多い から で ある 。例え ば、先 述の 10 項 目 に5  

は な い 、 属 格 を 主 と し て 要 求 す る 前 置 詞 t r o t z は 、 表 2 の

K a u s a l a d v e r bi a l i e n に おけ る ko n z e s s i v に該 当 し 、譲 歩を 意 味 して お

り 、 因果 に分 類 され てい る が、 Si t u a t i v e  A d ve r bi a l i e n の語 順 には 取

り 上 げら れて い ない 。そ の ため、 全 ての 詳細 な 意味 ごと に 羅列を す れ

ば 異 なる 語順 が 示さ れる 可 能性は 存 在 して いる 。  1 0  

 最 後に 、T h e m a t i s c h e  A d ve r bia l i e n と Si t u a t i v e  A d ve r b i a l i e n を ま

と め た状 況語 の 語順 を以 下 に示せ ば 、  

 

テ ー マを 示す 時 →テ ーマ を 示す場 所 →時 →因 果 →様 態→ 場 所  

 1 5  

と な る 。D u d e n  ( 2 016 )に よ れ ばこ れ らは 絶対 の ルー ルで は なく 、中 域

に お いて も入 れ 替わ り得 る し 、前域  の移 動も 可 能で ある と して いる 。 

 

１ ． ２ ． ２ ． ２ ． 田 中 ・ バ ウ ア ー （ 2 0 2 4 ） に お け る 状 況 語 の 語 順  

 本 項で は田 中・バ ウア ー（ 2024）にお ける 副 詞と 本稿 で の状 況語 に2 0  

つ い て用 語を 整 理し 、田 中・バウ ア ー（ 2024）が 主張 する 副 詞の 配 列

に つ いて 、補 足語 と 添加 語の 両方が 含 まれ てい る こと を明 ら かにす る。  

田 中 ・バ ウア ー （ 2024） は、 副詞 の 配列 につ い ては 、テ カ モロ 7 の

順 に 並 べ る と して い る 。 語 順 に つい て 論 じ る 前 に 、 ま ず は 田 中 ・バ ウ

ア ー（ 2024）に おけ る副 詞に つい て 、本 稿 で用 いる 用語 と の関連 を 基2 5  

に 整 理す る。 田 中・ バウ ア ー（ 2024 :  1 3） で は副 詞の 説 明が 以下の よ

う に なさ れて い る。  

 

動 詞 を修 飾す る 動詞 関連 の 副詞の ほ か［ 中略 ］ 話者 の心 情に 関す

る 発 話関 連の 副 詞と なる も のもあ る 。形 容詞 が その まま の形 で副3 0  

詞 に なる もの も 多い が、形 容詞 の対 応 語を 持た な い純 粋な 副 詞や、

名 詞 句が 副詞 的 に用 いら れ る（副 詞 的 2 格 や副 詞 的 4 格 な ど）こ
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と も ある 。（ 田中 ・ バウ アー （ 2024 :  1 3））  

 

前 半 部分 では 動 詞を 修飾 す る、本 稿 での 命題 内 機能 を持 つ 副詞的 要 素

と 、 心態 詞や 話 法詞 に代 表 される 命 題外 機能 を 持つ 副詞 的 要素の 説 明

を 行 って い る。 こ こで は 意味 的 観点 か ら 田中 ・ バウ ア ー（ 2024） に お5  

け る 副 詞 を 説 明 して い る 。 引 用 後 半 で は 副 詞 が どの よ う な 品 詞 か ら 成

り 立 つか につ い て説 明を 加 えて いる 。  

形 容 詞や 名 詞句 も副 詞の 役 割を果 た すこ と につ いて 、本 稿 の用語 で

あ る 副 詞 的 要 素 と 差 異 は ほ と んどな い 。 唯 一 の 違 い は 前 置 詞 格を 説 明

に 取 り入 れた か 否か であ る 。しか し 、田 中・ バ ウア ー（ 2024 :  24） が1 0  

副 詞 の語 順を 説 明す る際 に は、n ac h  O s a k a と いう 前置 詞句 が、場所 を

表 す 副 詞 と して 取 り 上 げ ら れ て いる 。 こ の こ と か ら 、 引 用 に は 代表 的

に 形 容詞 と名 詞 句が 取り 上 げられ た と判 断で き る。 その た め、田 中 ・

バ ウ アー（ 2024）に おけ る副 詞は 、本稿 で の副 詞的 要素 と 読み替 え る

こ と が可 能だ ろ う。  1 5  

 副 詞的 要素 の 機能 は命 題 外機能 と 命題 内機 能 に分 けら れ る。田 中 ・

バ ウ ア ー（ 2024） が 主 張す る 副詞 の 配 列に はどちら の 機能 が 主張さ れ

て い るの かを 確 認す る。 本 項冒頭 で 述べ たよ う に、 田中 ・ バウア ー は

（ 2024） は 副 詞 の 配 列 に つ い て テ カ モ ロ （ い つ な ぜ どの よ う に どこ で

（  ））の順 で ある と主 張 して いる 。こ のテ カモ ロは 動 詞を 修飾 する も2 0  

の で あ り、 命 題内 機 能を 持って いる 。 つ まり 田 中・ バ ウア ー （ 2024）

が 述 べる 副詞 の 配列 とは 、 命題内 機 能を 持つ 副 詞的 要素 、 つまり 状 況

語 の 語順 であ る と言 える 。  

 そ して テ カ モ ロ の 配 列 の 根 拠 づ け と して 田 中 ・ バ ウ ア ー （ 2024） は

以 下 のよ うに 述 べて いる 。  2 5  

 

テ が 最も 動詞 か ら遠 く、 つ まり文 全 体に 関わ る 副詞 であ る （よっ

て 前 域に も来 や すい ）。ロ が 最も動 詞 に近 く、つま り 動詞 の補 足 語

に な った り、ある いは 極 めて 密接に 動 詞を 修飾 す る。 （ 田中・バ ウ

ア ー （ 2024 :  2 4））  3 0  

 

こ の 主張 をま と めれ ば、 状 況語の 語 順は 、  
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時 → 因果 →様 態 →場 所  

 

と な る。こ の配 列で 並べ ら れた 文と して 田中・バ ウ アー（ 2024 :  24）

が 挙 げた 例文 が（ 25） であ る。  5  

 

（ 25） Er  i s t  g e s t e r n  de s h a l b  a l l e i n  n a c h  O s a k a  g e f a h r e n .   

               テ    カ   モ     ロ  

田 中 ・バ ウア ー （ 2024 :  24）  

 1 0  

本 稿 で の 状 況 語 は 、 統 語 的 観 点と して 、 添 加 語 に 着 目 し た も の で あ

る 。 し か し （ 25） にお い て 場所の 副 詞 的 要 素 （ロ ） は 、補 足 語と して

用 い られ るこ と にフ ォー カ スが当 た って いる と思 わ れる。 （ 25）に お け

る 動 詞 f a h r e n は 、動作 主と 方向の 副 詞的 要素 を 補足 語と して要 求して

い る 。その ため 、時の 副 詞的 要素（ テ ）の g e s t e r n、因果 の副 詞 的要 素1 5  

（ カ ） の de s h a l b、 そ して 様 態（モ ） を示 す副 詞 的要 素 の a l l e i n は 添

加 語 であ る 。一 方で n a c h  Os a k a は 補 足語 と して 動 詞 f a h r e n に 要求 さ

れ て いる 。こ の 点で 、こ の 例文で は 場所 （ロ ） の副 詞的 要 素のみ 文 法

的 役 割が 異な って い る。田中・バウ ア ー（ 2024）は 、補 足語 と して用 い

ら れ て い る 方 向 の 副 詞 的 要 素 を 、 場 所 の 副 詞 的 要 素 に 数 えて 例 と して2 0  

挙 げて い る 。 そ の た め 添 加 語 の み の 語 順 を 示 して い る わ け で は な い 。

本 稿 では 状況 語 の中 でも 、 特に添 加 語に 着目 す るた め、 田 中・バ ウ ア

ー（ 2024）が示 し た、補足 語に焦 点 が当 たっ た 語順 と、添加 語で あ る

場 所 の副 詞的 要 素を 扱っ た 他の先 行 研究 が示 す 語順 には 差 異が見 ら れ

る か もし れな い 。  2 5  

 

１ ． ２ ． ２ ． ３ ． 山 本 （ 2 0 0 0 ） に お け る 状 況 語 の 語 順  

 山 本（ 2000 :  1 58）は 、ド イツ語 の 中域 にお け る配 語は 比 較的自 由 だ

と し た上 で、 標 準的 な配 列 が存在 す ると 述べ て いる 。中 域 におけ る 配

列 を 図で 示し た もの が以 下 の図１ で ある 。  3 0  
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図 １  山 本（ 2000 :  160） に おける 中 域の 語順  

 

 山 本（ 2000 :  160） で は B に おけ る ５の み状 況 語と して題 が付 けら

れ て いる が、 こ れに E にお け る 10 を 加え た もの が本 稿で 調 査対 象と5  

す る 状況 語に あ たる 。５ に おける 時 間や 場所 等 の状 況語 は 、列挙 さ れ

て い るも のの 、 語順 は明 確 に言及 さ れて いな い 。因 果を 示 す状況 語 に

つ い ては 図 1 に おけ る 5 の 説 明に は 挙げ られ て いな いが 、 5 の 具体 例

を 示 した 中に 「 原因 、条 件 、結果 」 と項 目が 立 てら れて い る。つ ま り

山 本 （ 2000） の見 解 では 、状 況語 は 、  1 0  

 

時 ・ 因果 ・場 所 （順 不同 ） →様態  

 

の 順 に表 現さ れ ると いう こ とにな る 。  

図 1 を 見 れば 、山 本 （ 2000） は F の 11 に おい て、 補 足語 をま とめ1 5  

た 項 を立 てて い るこ とが 分 かる。そ して 11 は 山本（ 2000）が 主張す る

中 域 の 語順 に おい て 最も 後 ろに配 置 さ れて い る。 B が添 加 語のグル ー

プ を 表 して いた 点 から 、 図 1 から は 、添 加語 が 補足 語に 対 し先行 す る

こ と が読 み取 れ る。  

山 本（ 2000）は他 にも 、旧 情報が 先 行し 、新 情報 は 後に 来る とい う2 0  

原 則 や、 文 成 分 の 長 さ に よ り 短 い も の が 先 行 し 、 長 い も の は 後 に 来 る

と い う原 則を 示 してい る。  

 

１ ． ２ ． ２ ． ４ ． グ ロ ー ス （ 2000 ） に お け る 状 況 語 の 語 順  

 グロー ス （ 2000） の 主張 のポイ ン ト は、 補足 語 と状 況 語の 違い を 明2 5  

確 に 意識 した 説 明で ある こ とだ 。以 下 に 、グロー ス  （ 2000 :  1 28）か ら 、

ド イ ツ語 文の 構 成を まと め た図を 引 用す る。  
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図 2  グロー ス （ 2000） にお ける、 ド イツ 語文 の 構成  

 

グロ ース（ 2000） は 日本 人ド イツ 語 学習 者が よ くす る間 違 いの 1 つ5  

に 、 補足 語 8 と添 加語 の 語順 の間 違 いが ある と 指摘 してい る。 以下 の

例 文（ 26a）を 題材 に、（ 26b-d）を 認 容 度が 低い 文 と して 紹介 している 。  

 

（ 26a ） I c h  ge h e  m i t  m e i n e r  M u t te r  z u m E i n k a u fe n  n a c h  

T o y o h a s hi .   1 0  

（ 26b ） I c h  g e he  z u m  E i n k a u fe n  n a c h  To y o h a s hi  m i t  me i ne r  

M u t te r .  

（ 26c ） I c h  g e he  n a c h T o yo h a s h i  m i t  me i ne r  M u t t e r  z u m  

E i n k a u f e n .  

（ 26d ） I c h  ge h e  n ac h  T o yo h as h i  z u m  E i n k a u fe n  mi t  m e i n e r  1 5  

M u t te r .  

（ グロー ス（ 2000 :  130））  

 

こ の 文に おい てグロ ース  （ 2000）は 、n a c h  To y o h a s hi を 完全 な補足 語

（ 図 2 で は Er g ä n z u n g）、 z u m  Ei n k a u f e n を、 動 詞と の結 びつ きは 存2 0  

在 す るが 不必 要 な補 足語 、 そして m it  m e i n e r  M ut te r を 完全 な添 加 語

（ 図 2 で は A n g a b e）と して いる。添 加 語は 補足 語 の前 に配 置 され、複

数 の 補足 語の 間 では 不必 要 な補足 語 が先 行す る と述 べて い る。（ 26b -d）

の 認 容度 が低 い 理由 には 、こ の主張 を 示し た 図 2 にお け る、A n g a b e と

E r g ä n z u n g が 区 切 ら れて いる こと か ら説 明が で きる。動 詞 ge h e n が 要2 5  

求 す る補 足語 は 、動 作 主と 方向の 副 詞的 要素 で ある 。（ 26a） では 、動

作 主 は 前 域 に 配 置 さ れ 、 方 向 の 副 詞 的 要 素 は 、 添 加 語 で あ る m i t  

m e i ne r  M ut te r お よび 、グロ ース  （ 2000）が不 必要 な 補足 語と す る z u m  
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E i n k a u f e n より 後 ろに 配置 されて い る。この ため 、 （ 2 6 a）が 標準 的 な

文 で ある 。（ 26b） は 補 足語 で ある n a c h  T o yo h a s h i が 、 添加 語であ る

m i t  m e i n e r  M ut te r や 必要 な 補足 語 である z u m  E i n k a u fe n の前に 配

置 さ れて いる た め、認容 度 が低 い。（ 2 6 c）及び（ 2 6 d）は添 加 語が 2 つ

の 補 足語 より 後 ろに 配置 さ れてい る ため 認容 度 が低 い。  5  

グロ ース （ 2000） は そ の上 で、複 数 の 添加 語の 間 にお け る語 順に つ

い て も説 明を 加 えてい る。  

 

前 置 詞 句 に 対 して 一 番 分 か り づ ら い の は 、 二 つ 以 上 の 任 意 の 添加

成 分 の語 順で あ る。 任意 の 添加成 分 の桝 目内 に は、 次の よ うな順1 0  

序 が ある :  時 間 ・理 由・ 場所 ・ 様態 ・ 方法 とい う 順番 であ る 。  

（ グロー ス（ 2000 :  131））  

 

時 間 及び 理由 は 本稿 の用 語 で、そ れ ぞれ 時、 因 果と し、 方 法に関 して

は 様 態と まと め て扱 う。 よってグロ ー スの 見解 を まと める と 、  1 5  

 

時 → 因果 →場 所 →様 態  

 

と な る。  

 2 0  

１ ． ２ ． ２ ． ５ ． 井 口 （ 2 0 0 0 ） に お け る 状 況 語 の 語 順  

 山 本 （ 2000） 及 び グロ ー ス （ 2000） の 主 張 と 同 様 に 、 井 口 （ 2000）

も ま た、 補足 語 と添 加語 の 違いが 語 順に 影響 を 及ぼ すと 述 べてい る 。  

 ま た 、井 口（ 2000）の 説 明に おい て は、「 枠組 み 」と いう 概 念が紹 介

さ れ てい る 9。  2 5  

 

  ある 事柄 を 述べ よう と すると き に、 まず そ の 事 柄が い つ起こ っ た

の か とい う「 枠 組み 」を 示す とい う のは ドイ ツ 語で も日 本 語でも

自 然 であ る。この よう な 場合、［中 略］時間 副 詞は 好ん で 文頭 に置

か れ る。 また 、 同じ よう な 意味で ［ 中略 ］場 所 を表 す空 間 副詞も3 0  

文 頭 に来 るこ と が多 い。（井 口（ 2000 :  2 7））  
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こ こ で述 べら れ てい る「 枠 組み」 を 示す 時、 場 所の 副詞 的 要素に 加 え

て 、 因果 の副 詞 的要 素も 文 頭に配 置 され 得る と 述べ てい る 。また 、 こ

れ ら は文 中に 配 置さ れた 場 合でも 、 前の 方に 置 かれ る傾 向 がある と し

て い る 。 さ ら に 、 こ れ ら に よ って構 成 さ れ た 「 枠 組 み 」 の 中 で 動詞 の

意 味 を補 足す る 副詞 的要 素 、つま り 補足 語が 存 在す る。 そ れには 様 態5  

や 場 所の 副詞 的 要素 が挙 げ られて い る。 それ ら は文 末に 配 置され る 傾

向 が ある 。こ の 見解 につ い てまと め ると 以下 の よう にな る だろう 。  

 

枠 組 みを 示す 時 ・場 所・ 因 果（順 不 同） →動 詞 の意 味を 補 足する 副 詞

的 要 素  1 0  

 

 後 者の 、補 足 語の 役割 を 果たす 副 詞的 要素 が 後方 に配 置 される と い

う 主 張は 、他 の 先行 研究 と 見解を 一 にす るも の であ る。 前 者の「 枠 組

み 」 とい う考 え 方が 、井 口 （ 2000） にお ける 主 張の 特徴 であ る 。  

 1 5  

１ ． ２ ． ２ ． ６ ．  ま と め  

 こ こま で、合 計 5 つ の 先 行研究 に おけ る状 況 語の 語順 に 関する 見 解

を 確 認し た。 そ れに より 判 明した 点 を、 以下 に 表と してま とめ る。  

 

 状 況 語 の 語 順  

補 足 語 と

添 加 語 の

区 別  

前 域 に 状 況 語

が 配 置 さ れ る

こ と  の 言 及  

D u d e n  ( 2 0 1 6 )  
テ ー マ を 示 す 時 → テ ー マ を 示 す 場 所

→ 時 → 因 果 → 様 態 → 場 所  
あ り  あ り  

田 中 ・ バ ウ ア ー

（ 202 4）  
時 → 因 果 → 様 態 → 場 所  な し  あ り  

山 本 （ 20 00）  時 ・ 因 果 ・ 場 所 （ 順 不 同 ） → 様 態  あ り  な し  

グロ ー ス （ 20 00）  時 → 因 果 → 場 所 → 様 態  あ り  な し 1 0  

井 口 （ 20 00）  

枠 組 み を 示 す 時 ・ 場 所 ・ 因 果 （ 順 不

同 ） → 動 詞 の 意 味 を 補 足 す る 副 詞 的

要 素  

あ り  あ り  

表 3  先 行 研究 にお ける 、 状況 語に 対 する 各種 見 解  2 0  

 

ま ず 状 況 語 の 語 順 に 関 して 、 全 て の 先 行 研 究 で 見 解 が 同 一 で はな か

っ た こと が分 か る。その 理由 の 1 つ に つい ては 、各 先 行研 究に おいて 、
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語 順 を 検 討 す る 際 に 議 論 の 対 象 と して い る 文 成 分 の 範 囲 が 異 な って い

る こ とが 挙げ ら れる 。  

田 中・バ ウア ー（ 2024）は 、補足 語 と添 加語 と いう 文法 的 な側面 に

つ い て は 焦 点 を 当 て ず、 状 況 を 示 す と い う 意 味 の み に フ ォ ー カ ス して

論 じ てい た。 一 方で D u d e n  ( 2016 )  に お い ては 方 向を 示す 状況 語が 独5  

立 し た要 素と して 取り 上げ られ たし 、山 本（ 2000）やグロ ース  （ 2000）

で は 添加 語の 後 ろに 補足 語 が置か れ るこ とが 示 され 、添 加 語と区 別 さ

れ て いた 。  

し か し、 補 足語 と添 加語 を 分離し た 上で 見 解を 述べ た先 行 研究に お

い て も 、 語 順 に 関 して 異 な る 主 張が 見 ら れ る 。 そ れ は 、 様 態 と 場所 の1 0  

副 詞 的 要 素 に関 す る 語順 で あ る。 D u d e n  ( 2 016)  が 様 態 →場 所の 順 で

語 順 を示 した の に対 し、山 本（ 2000）及 びグロー ス  （ 2000） は様態 の

副 詞 的要 素が 場 所の 副詞 的 要素よ り も右 側に 置 かれ ると してい る。  

ま た 、状 況 語の 語順 とい う テーマ に 対し 、 中域 にお ける 語 順に議 論

を 限 定し た先 行 研究 が多 い が、山 本（ 2000） 及 び グロ ー ス  （ 2000）を1 5  

除 け ば、 前域 に も着 目し た ものが あ った 。前 域 には 文の 枠 組みや テ ー

マ を 示す 文肢 が 置か れ得 る ことは 、 前項 まで で 確認 した 通 りであ る 。  

こ こ まで ま とめ たよ うに 、 状況語 の 語順 は 、単 なる 意味 的 分類の み

な ら ず、補 足語 や添 加 語と いう 統語 的 側面 や、テー マ を示 すな どの役 割

に も 絡め て見 解 が述 べら れ ていた 。  2 0  

 そ こ か ら 、 状 況 語 の 語 順 に つい て 日 本 語 と 比 較 す る に あ た って、 ド

イ ツ 語 に 関 して は どの 先 行 研 究 の 主 張 が 有 力 で あ る か に つ い て 、 検 証

を 行 いた いと 考 えた 。検 証 におい て 最も 着目 すべ き 点は 、次 の 2 つ で

あ る 。 １ つ 目 に 、 様 態 と 場 所 の副 詞 的 要 素 は どち ら が 前 方 に 置か れ る

傾 向 があ るか 、 そ して 2 つ 目に、 前 域を 使用 し たテ ーマ の 提示に つ い2 5  

て で ある 。次 項 以降 は、状況 語を 含 む文 を 1 つ の作 品 から ピック ア ッ

プ す るサ ンプル調 査 を行 う。それに よ って 、先 行研 究 で見 解が 分かれ て

い た 2 つ の 要素 につ い て考 察する 。  

 

２ ． S t r a f e を 用 い た 、 状 況 語 に 関 する サ ン プル 調 査  3 0  

 

２ ． １ ． サ ン プル 調 査 に つ い て  
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２ ． １ ． １ ． サ ン プル 調 査 の 背 景  

 前 章で 確認 し た通 り、 状 況語の 語 順に 関す る 主張 には 、 先行研 究 ご

と に 多少 の異 な る点 が存 在 するこ と が分 かっ た 。そ こで 、 実際に ド イ

ツ 語 圏で 出版 さ れた ドイ ツ 語の小 説 を用 い、 状 況語 の語 順 を検証 す る5  

こ と にし た。  

 

２ ． １ ． ２ ． サ ン プル 調 査 に 用 い る 資 料 に つ い て  

 サ ンプル調 査の 対 象と する 文の出 典 は、 Fe r di n a n d  v o n  S c h i r a c h に

よ る 、12 話 か らな る短 編 集 St r afe  （ 邦 訳 タイ トル :   刑 罰 』））の 全 1821 0  

頁 で ある 。  

 S tr a f e は司 法や 裁判 の 世界 を題 材 と して 取り 扱 った 作品 であ る。 状

況 語 の特 性を 考 えてみ れば 、「いつ 」「 どこ で」等の 状況 を 示す 語句の 出

現 頻 度が 高い の では ない か と推測 し た。 また 、 あく まで １ つだけ の 作

品 を 用 い る サ ン プル 調 査 で あ る 制限 か ら 、 作 者 の 癖 や 背 景 は 排 除で き1 5  

な い もの の、 現 代の 作者 を 選択し た 。  

 

２ ． １ ． ３ ． サ ン プル 調 査 の 対 象 と する 文 に つ い て  

１ ．２ ．２ 以 下に おい てま と めた 状 況語 の語 順 は、井 口（ 2000）及

び 田 中 ・ バ ウ ア ー （ 2024） を 除 き 、 主 に 中 域 に お け る 理 論 で あ っ た 。2 0  

し か し、これ ら 2 つ の先 行 研究が 示 した よう に 、状 況語 は前 域に も 置

か れ るこ とが 多 い。 その た め、前 域 に現 れる 状 況語 も含 め た検証 が 必

要 で ある と考 え る。よって 文中 の位 置 を選 ば ず、状 況語 を含 む文 を全 て

抽 出 する 。ま た 、主 文と 同 様に副 文 や不 定詞 句 内に 現れ る 状況語 も 同

様 に 取り 上げてい る 。   2 5  

 

２ ． １ ． ４ ． サ ン プル 調 査 の 方 法  

サ ン プル 調査 は以 下 の手 順で 行う。  

 

１ ． St r a f e の 文 章内 から 状 況語が 含 まれ る文 を ピッ クア ッ プし、 サ ン3 0  

プル 文と してま とめ る 。  

２ ． サ ン プル 文 中 の 状 況 語 を 、 時 (Te m po r a l - ) ,  因 果 (K a us a l - ) ,  様 態
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(M o d a l - ) ,  場 所 の 副詞 的要 素 (Lo k a l a d v e r b i a l i e n )の 4 つ の グル ー

プ に 種類 分け を する 。  

３ ． サン プル 文に お ける ４つ の分類 や、 語 順ご との 割合 を 調べ る。  

 

２ の 過程 にお い て、 サン プル 文にお け る状 況語 が 4 つ の グル ープの5  

い ず れに あて は まる かは 、 D u de n  ( 2 016 )  及 び 井口 （ 2000） を参考 に

して い る。 以下 に いく つか サン プル の 例を 示 す。  

 

（ 27） K a t h ar i n a  g i n g  n a c h de r  S c h u l e  o f t  z u r  F i r m a d e s  V a te r s ,  

[ . . . ]        （ 時 ）    （ 時 ）   （ S tr a fe ,  S . 7）  1 0  

（ 28） De s h a l b  w u r de n  S ie  f e s t ge n o m me n .（ S. 3 0）  

（ 因 果 ）  

（ 29） [ . . . ]  ,  s i e  wi r d  m i t  de m  Pr i e s te r  d i e  Te x te  a u s s uc h e n ,  [ . . . ]  

（ 様 態 ）             （ S.109）  

（ 30） Im  Z u g  u m ar m te  s i e  i hr e  T o c h te r ,  [ . . . ]（ S . 1 3 9）  1 5  

 （ 場 所 ）  

 

２ ． ２ ． サ ン プル 調 査 の 結 果 、 考 察  

 

２ ． ２ ． １ ． サ ン プル 調 査 の 結 果  2 0  

 結 果を まと め たも のが 、 以下の 表 4-1 か ら 表 4-3 で あ る 。小説 内 の

文 に おい て 、状 況語 が含 ま れる と本 稿 で判 断し た 文は 、1453 文 であ っ

た 。表 4-1 に は 1 つ の 文の 中に 1 つ の 状 況語 が見 られ た 際の 、各グル

ー プ の数 を示 して いる 。表 4-2 及 び 表 4-3 に は、 文 中の 状況 語 が 2 つ

及 び 3 つ 以 上で あっ た ケー スにお け る、各状 況 語の 語順 を示 した 。以2 5  

下 に 結果 の全 体 像を 示し 、 次項以 降 にそ の分 析 を述 べる 。  

 

 

 

Te  Ka  Mo  L o  計  

7 7 2  5 3  2 2 4  2 1 5  1 2 6 4  
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表 4-1  状況 語が 1 つ 含 まれ る 文に お ける 、各 グルー プ の個 数  

 

Te K a  TeMo  Te L o   K aTe  K aMo  K a L o  MoTe  MoK a  MoL o  L oTe  L oK a  L oMo  計  

8  5 8  5 0  8  1  2  1 5  1  4  1 3  5  9  1 7 4  

表 4-2  状況 語が ２つ 含 まれ る文に お ける 、語 順 の組 み合 わ せと  

そ の 数  

 5  

TeK a L o  TeMoL o  TeL oMo  KaTeMo  MoTeMo  L oTeMo  TeMoTeL o  計  

1  6  1  2  1  3  1  1 5  

表 4-3  状況 語が ３つ 以 上含 まれる 文 にお ける 、 語順 の組 み 合わせ と

そ の 数  

 

２ ． ２ ． ２ ． 全 体 の 概 観  

 こ の 調 査 の 主 な 課 題 で あ っ た 様 態 と 場 所 の 副 詞 的 要 素 の 語 順 や、 状1 0  

況 語 の前 域の 使 用に つい て 述べる 前 に、 調査 全 体の 概観 に ついて 述 べ

る 。  

 ま ず、 本 稿の 目的 には 2 つ 以上 の 状況 語の 語 順を 分析 す ること が 含

ま れ てい たが 、 2 つ 以 上の 状況 語を 含 む文 が 189 例 と 、 全体 の 13 .0%

で あ り稀 であ った 1 1。 状況 語 を含 む 文の 大部 分 は、 1 つ の状 況語の み1 5  

を 伴 うこ とが 分 かっ た。理由 の 1 つ には 、作 品 の著 者の 意 図に より 複

雑 な 文 を 避 け る た め 情 報量 を 制限 して い る こ と が 考 え ら れ る 。もう 1

つ 理 由 を 考 察 す れ ば 、 一 度 枠 組み を 構 成 して し ま え ば 、 そ の 枠 組み を

作 る 状況 語は 以 降の 同一 の 枠組み 内 では 再度 述 べら れる 必 要がな い こ

と が 挙げ られ る。例え ば、「 今 日」とい う枠 組 みで 時の 副 詞的 要素を 用2 0  

い た な ら ば 、 以 降 「 どこ で 」 を 示す 場 所 の 副 詞 的 要 素 が 複 数 回 示さ れ

て も その 都度「 今日 」は文 章中 に現 れ ない 。もっ とも 、「 今 日」の中 で

「 何 時頃 」と い う表 現は 複 数回出 現 する こと が 考え られ る から、 よ り

文 の 情報 構造 に 着目 した 考 察が必 要 であ ろう 。  

次 に 、 先 行 研 究 で 見 解 が 一 致 して い た こ と に つ い て も 、 検 証 がで き2 5  

た か を考 えてみ る 。  

ま ず、1 つだ け 状況 語を 含む 文 を表 4-1 で 確認 すれ ば、時 の副 詞的要
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素 の 出現 が他 の 3 つ に 比べ て圧倒 的 な数 字で あ るこ とが 分 かる。同 様

に 表 4-2 を 見て も、 時の 副 詞的要 素 を含 むペ ア は、 他の ペ アより も 際

立 って多 くの 文に 見 られ る。TeKa に 対 応 する KaTe の よう に時 とそ れ

以 外 の 状 況 語 を 含 む ペ ア に 着 目 して も 、 い ず れ も 時 が 先 に 置 か れる 傾

向 が あり 、先 行 研究 で共 通 認識と さ れた 、時 が 初め に置 か れると い う5  

主 張 はこ の調 査 にお いて も 肯定で き ると 考え る 。語 順が 比 較的固 定 的

で あ ると も言 い 換え られ る だろう 。  

 同 様に 因果 の 副詞 的要 素 につい て も観 察と 分 析を 行う 。 先行研 究 で

は 、 時の 副詞 的 要素 の次 に 因果の 副 詞的 要素 が 置か れる 点 で一致 が 見

ら れ てい る 。し かし 、TeKa と KaTe 及 び KaMo と MoKa の ペ アは同 数1 0  

で あ るし 、KaLo と LoKa は 少数な が らも LoKa の 方 が多 く 見ら れて い

る 。 こ の よ う に 今 回 の 調 査 で 得ら れ た サ ン プル 文 は 少 数 で あ っ たし 、

因 果 の副 詞的 要 素に つい て は時の 副 詞的 要素 程 、基 本語 順 を肯定 で き

る 要 素は 見ら れ なか った 。  

 ま とめ ると 、 全体 と して は、 1 つ の 文に 2 つ 以上 の 状況 語が 含ま れ1 5  

る こ とは 珍し か った 。な お かつ時 と 、そ れ以 外 の因 果や 場 所等の 要 素

間 に は文 中に 現 れる 頻度 と 語順の 柔 軟性 に大 き な差 があ る ことが 分 か

っ た。時 とそ れ以 外 の要 素の ペアは 多 くの 場合 時 が先 行す る のに対 し、

時 を 含ま ない 状 況語 のペ ア は 2 つ の 状況 語の どち ら に語 順の 優 位性 が

見 ら れる のか 明 確に なら な かった 。  2 0  

 

２ ． ２ ． ３ ． 様 態 と 場 所 の 副 詞 的 要 素 の 語 順 に つ い て  

 ま ず、 調 査の 課題 の 1 つ であっ た 様態 と場 所 の副 詞的 要 素の関 係 に

つ い ては 、以 下 の表 5-1 か ら 表 5-4 を 用い て 分析 を行 う。以 下の 表は 、

表 4-3 よ り 、様 態と 場所 の 両方を 含 む文 の数 を ピッ クア ッ プした も の2 5  

で あ る。 表 5-1 及 び 表 5-2 は 文中 の 状況 語の 個 数に 着目 し 、表 5-3 及

び 表 5-4 は 語 順に 着 目し 表を 構成 し た。  

 

 

 3 0  
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MoLo  L oMo  計  

4  9  1 3  

表 5-1  1 つ の 文 に 2 つ の状 況 語（ 場 所、 様態 ） が含 まれ る 文  

 

TeMoL o  TeL oMo  L oTeMo  TeMoTeL o  計  

6  1  3  1  1 1  

表 5-2  1 つ の 文 に 3 つ 以上 の 状況 語 （場 所、 様 態を 含む ） が含ま れ

る 文  

 5  

MoLo  TeMoL o  TeMoTeL o  計  

4  6  1  1 1  

表 5-3  様態 →場 所の 順 に並 んでい る 文  

 

TeL oMo  L oTeMo  L oMo  計  

1  3  9  1 3  

表 5-4  場所 →様 態の 順 に並 んでい る 文  

 

結 果 と して は 、問 い に応 えら れる十 分 な成 果が 得 られ たと は 言い難 い。1 0  

様 態 と場 所の 両 方を 含む 文 は 表 4-2 及 び 表 4-3 に 示 し た 189 例 の中 で

24 例 であ った 1 2。その 24 文 のう ち 、表 5-3 及 び 表 5-4 に 示す通 り 、

様 態 →場 所の 順 に並 んで い る文は 11 例 で あり 、場 所→ 様 態の順 の 文

は 13 例 で あっ た。表 5-1 を 見れば 、1 つ の文 に 2 つ の状 況語 が 含ま れ

る 文 にお いて は 場所 →様 態 が優勢 な よう にも 思 われ るが 、表 5-2 の よ1 5  

う に 、状 況語 が 3 つ 以上 含 まれる ケ ース を考 え れば 若干 様 態→場 所 の

順 が 多い ため 決 定的 なこ と は述べ ら れな い。 今 回の 調査 で は前域 も 含

め た 検 証 を 行 って い る が 、 テ ー マを 示 す 場 所 の 副 詞 的 要 素 と い うカ テ

ゴ リ を D u de n  （ 2016）や井 口（ 2000）が 提示 してい たこ と をふ ま えて 、

参 考 ま で に 、 中 域 の み に 場 所 と様 態 を 含 む 文 を 取 り 上 げて み る。 す る2 0  

と 結 果は 様態 → 場所 は 8 文 、場所 → 様態 も 8 文 とな っ た。ここで も 大

き な 差は 見ら れ なか った 。  
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２ ． ２ ． ４ ． 状 況 語 と 前 域 の 関 わ り  

2 つ 目 の 着目 すべ き点 で あっ た前域 の 使用 につ い ては 、表 6 に 結果

を ま とめ る。 各 枠内 に示 す 数字は 、表 4-1 か ら 表 4-3 に 示 した文 の 中

で 前 域に 状況 語 が配 置さ れ ていた 文 の数 であ る 。  

 5  

Te  Ka  Mo  L o  計  

3 5 6  2 4  2 3  8 8  4 9 1  

表 6-1  状況 語が 1 つ含 まれ る 文に お いて 、前 域 に状 況語 が 含まれ て

い た 文の 数  

 

Te K a  TeMo  Te L o   K aTe  K aMo  K a L o  MoTe  MoK a  MoL o  L oTe  L oK a  L oMo  計  

3  3 4  3 7  3  0  1  4  0  3  8  2  2  9 7  

表 6-2  状況 語が 2 つ含 まれ る 文に お いて 、前 域 に状 況語 が 含まれ て

い た 文の 数  1 0  

 

T e K a L o  T e M o L o  T e L o M o  K a T e M o  M o T e M o  L o T e M o  T e M o T e L o  計  

1  4  1  2  1  2  1  1 2  

表 6-3  状況 語が 3 つ以 上含 ま れる 文 にお いて 、 前域 に状 況 語が含 ま

れ て いた 文の 数  

 

こ の 調査 を通 じ て、 前域 は 文全体 に おけ る状 況 語の 語順 を 語るに あ た1 5  

って 欠か せな い観 点 であ るこ とが改 め て確 認で き た。 まず、 表 6-1 に

お ける Te は 、 772 例 中 356 例 （全 体の 46 .1％ ） が 前域 に配 置され て

お り、Ka は 53 例 中 24 例（ 45 .2％ ）、Mo は 224 例 中 23 例（ 10 .2％ ）、

Lo は 215 例 中 88 例 （ 40 .9％ ） で あ る。 ここ で の着 眼は 前 域のみ で あ

る が 、様 態 以外 の副 詞 的要 素が 文の テ ーマ を示 す「枠 組 み」を作 成し 、2 0  

文 の 中で 先に 配 置さ れや す いとし た 井口（ 2000）の 理論 は 肯定で き る

か も しれ ない 。  

さ ら に、 2 つ 以 上の 状況 語を 含む 189 例 の 文に おい て 、前 域に状 況

語 が 置か れて い た文 は、 表 6-2 と 表 6-3 の 合計 を合 わ せれ ば 109 例

（ 57 .6%）で あっ た。2 つ 以 上の状 況 語の 語順 を 論じ るに あ たっては 無2 5  
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視 で き な い 割 合 で あ る と 考 え る 。 加 えて 興 味 深 い 点 は 時 、 場 所 の 順 で

2 つ の 状 況語 が、 前 域に 配置 される ケ ース が 3 例 あ った こと だ。（ 31-

33） に その 文を 示 す。 該当 箇 所であ る 前域 には 下 線を 引い て ある。  

 

（ 31） S p ä te r ,  a u f  de r  P a r t y ,  t r a n k  s i e  z u  v i e l .  (S .  9 )  5  

（ 32） S p ä te r ,  i n  d e m P r o ze s s ,  e r kl ä r t e n  d i e  d r e i  R u s s e n   

ü b e r r a s c h e n d ,  [ . . . ]  ( S .  3 5 )  

（ 33） S p ä te r ,  u n te r  de r  D u s c he ,  w i r d  i h m  s c h wi n d e l i g ,  [ . . . ]   

( S .  74 )  

 1 0  

こ れ らの 文に は 、時 間と 場所 の副 詞 的要 素 が 2 つと も 前域 に現れ て

い る 。 D u de n  ( 2 016 :  8 94 )  に よ れ ば 、前 域に 複 数の 要素 を 配置す る こ

と は 許容 され 、 これ らは 自 然な文 で ある 。こ れ の興 味深 い 点は、 テ ー

マ を 設 定 す る 時 間 と 場 所 と い う 概 念 が 肯 定 さ れ る 点 で あ る 。 D u d e n  

( 2 016)  に よ って示 され た 、テーマ を 示す 副詞 的 要素 には 時 間と場 所 の1 5  

2 つ が 挙 げら れ、 そ の順 番も 時→ 場 所で あっ た。（ 31-33） の 用例 は そ

れ に 則っ た語 順 を して いる 。  

さ て 、時 と場 所を テ ーマ のく く りで 示 すこ とに は 説得 力が 増 したが 、

井 口（ 2000）の 提 示し た 、文 のテ ー マを 示す「 枠組 み 」と い う要 素 に

は 因 果の 副詞 的 要素 が含 ま れてい た 。し かし 今 回の 調査 で 、因果 の 副2 0  

詞 的 要 素 を 含 む 文 に 関 して は 、 先の 用 例 の よ う な 、 複 数 で 前 域 に用 い

ら れ るケ ース は 今回 見受 け られな か った 。そ の ため 枠組 み の因果 に つ

い て は語 順の 検 討は 加え ら れなか っ た 。因 果の 副 詞的 要素 に 関して は、

以 下 の 用 例 の よ う に 前 の 文 と 繋 が り を 持 つ 副 詞 的 要 素 を 含 む 文 が 表

6-1 に 示 す 24 例 のう ち 13 例 と半 分 以上 を占 め てい る。 該 当する 因 果2 5  

の 副 詞的 要素 に は下 線を 引 いた。  

 

（ 34） [ . . . ]  De s h a l b  w ur d e  d a s  G e s c ho s s  n ac h  l i n k s  a u s g e w o r fe n .                      

（ S.  50）  

 3 0  

よ って 、 別 な ル ー ル に よ って 前 の 方 に 配 置 さ れ る 可 能 性 も 否 定 で き な

い 。 例え ば、 代 名副 詞の よ うに旧 情 報は 先に 出 され るで あ るとか 、 あ
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る い は接 続副 詞 であ るた め に先に 出 され てい る 、と いっ た 可能性 が 考

え ら れる だろ う 。こ こか ら 、中域 の みの 理論 は もち ろん 重 要であ り 、

さ ら なる 検証 を 進め る必 要 がある が 、状 況語 と 前域 の親 和 性にも 着 目

し た 考え も重 要 であ ると 思 われる 。  

 5  

２ ． ２ ． ５ ． ま と め  

前 項 ま で で 分 か っ た こ と を ま と め る 。 ま ず、 時 の 副 詞 的 要 素 は 先 行

研 究 に お い て 共 通 して 、 最 初 に 配置 さ れ る こ と が 主 張 さ れ て お り、 調

査 に おい ても 同 様の 傾向 が 確認さ れ た。 次に 、 因果 は先 行 研究に お い

て は 時の 後に 配 置さ れ、 様 態及び 場 所の 前に 配 置さ れる と されて い た1 0  

が 、調 査に おい ては 十 分な サン プル が 得ら れ ず、実 際の 文を 用い た検 討

は 加 える こと が でき なか っ た。そ して 調査 の主 眼 の 1 つ で あった 、 先

行 研 究で 語順 の 見解 が分 か れてい た 様態 及び 場 所の 副詞 的 要素に つ い

て は 、約 20 例 の サン プル 文が 得ら れ たが 、どち らが 先 行す るか の傾 向

は 見 ら れ な か っ た 。 そ して 、 前 域に も 状 況 語 は 頻 繁 に 配 置 さ れ るこ と1 5  

が 確 認で き、 そ の中 では 時 、場所 、 因果 の副 詞 的要 素が 前 域に配 置 さ

れ る 傾向 があ っ た。 これ は 文の枠 組 みを 示す 状 況語 が多 く 含まれ て い

た と 言え るだ ろ う。  

以 上 より 、今 回の 調査 の結 果 と して 本 稿で 示す 状 況語 の基 本 語順は 、

井 口（ 2000）の 示 した「枠 組み 」と、D u d e n  （ 2016）及 びグロー ス  （ 2000）2 0  

の 理 論を 組み 合 わせ た、  

 

枠 組 みの 時→ 枠 組み の場 所 ・因果 （ 順不 同）  

→ 時 →因 果→ 場 所・ 様態 （ 順不同 ）  

 2 5  

で あ る。 「 枠 組み 」を 構成 す る状況 語 は確 かに 前 域に 配置 さ れる傾 向 が

あ る が、必ず しも 前 域に 配置 され る とは 限ら な い。井口（ 2000）に よ

れ ば 、文 中に 置 かれ るこ と もあり 、 その 場合 で も前 の方 に 配置さ れ る

と して い る 。 以 下 、 文 中 に 「 枠 組み 」 を 構 成 す る 副 詞 的 要 素 が 配置 さ

れ る 例を 示し た 例文 及び 日 本語訳 を 井口 （ 2000 :  28） か ら 引用す る 。3 0  

下 線 部は 筆者 が 、枠 組み の 副詞的 要 素に あた る 語句 に引 い た。  
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 （ 35） Tr e f f e n  w i r  u ns  he u te  a m  A b e n d  i n  d e r  St a d t ?  

    （今 晩 は町 で会 う ことに し ない か。）  

 

こ こ で は 、 文 の 形 が 決 定 疑 問 文 で あ る た め 前 域 に は 何 も 配 置 さ れ ず、

枠 組 みの 副詞 的 要素 が中 域 に現れ て いる 。ま た 、従 属接 続 詞や関 係 代5  

名 詞 から 始ま る 副文 でも 、前域 が使 用 され ない こ とか ら、（ 35）と同 様

に 枠 組み の副 詞 的要 素が 中 域に現 れ るこ とが あ る。  

 

３ ． 日 本 語 の 状 況 語 と そ の 語 順 、 及 び ド イ ツ 語 の 状 況 語 と の 比 較  

 1 0  

３ ． １ ． 日 本 語 の 状 況 語 と そ の 語 順  

 

３ ． １ ． １ ． 日 本 語 の 状 況 語 を 検 討 する に あ た って  

 前 項ま でで 、 ドイ ツ語 の 状況語 に つい て、 関 連す る語 句 の用語 の 確

認 や、 基 本 的 な 語 順 の 検 討 を 行 っ た 。 本 項 で は 、 日 本 語 と ド イ ツ 語 に1 5  

お け る 状 況 語 の 語 順 を 比 較 す るた め 、 日 本 語 に フ ォ ー カ ス を 変更 して

状 況 語に つい て 論じ る。この 章の目 的 は、日本 語に も 状況 語が 存在し 、

ド イ ツ語 と比 較 でき る要 素 が見い だ され るこ と を示 すこ と である 。  

 

３ ． １ ． ２ ． 日 本 語 の 副 詞 的 要 素  2 0  

ド イ ツ語 の副 詞 的要 素は 、品詞 として の 副詞 のみ な らず、文 中 で副詞

の 役 割 を 果 た す 語 、 も し く は 句 を 指 す。 こ の 概 念 は 、 日 本 語 に お い て

状 況 語を 検討 す る際 にも 同 様に用 い るこ とが で きる と考 え られる 。 な

ぜ な ら、 日本 語 でも 「副 詞」、「名 詞 ＋（ 格助 詞）」、「形 容詞 の連用 形」

な ど、様々 な 形で 副詞 的な 記 述が可 能 だか らで あ る。例と して、以下 に2 5  

（ 36）を 挙げる。（ 36）に お ける下 線 部の 語句 は 品詞 と して 、先 頭か ら

「 副 詞」「名 詞 ＋格 助詞 」そ して「 形 容 詞の 連用 形 」で あ る。そ れぞ れ

品 詞 は異 なってい る が、 いず れも副 詞 的な 用い ら れ方 を して いる 。  

 

（ 36）生成 AI は 、い ずれ 、仕事の 場 でも 広く 用 いら れる よ うにな る3 0  

だ ろ う。  
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よ って 、 前 置 詞 句 の よ う に 日 本 語に は 見 ら れ な い 要 素 は 存 在 す るが 、

日 本 語に も、 ド イツ 語の 副 詞的要 素 に相 当す る 表現 が存 在 すると み な

す こ とが 可能 で あろ う。  

 

３ ． １ ． ３ ． 日 本 語 の 状 況 語  5  

ド イ ツ語 の 状況 語は 、命 題 内機能 を 持つ 。 前項 では 日本 語 に副詞 的

要 素 とみ なせ る 複数 の表 現 形式が 存 在す るこ と を確 認し た が、本 項 で

は 続 いて 日本 語 にお ける 命 題内機 能 と命 題外 機 能に つい て 確認す る 。  

ま ず 仁田 （ 2002 :  33） は 、 日本語 文 につ いて 、「 命 題（ 言表 事態）」

と「 モ ダリテ ィ（言 表態 度）」に分 か たれ ると し た。モ ダリテ ィに関 わ1 0  

る モ ダリテ ィ修 飾 成分 は 、仁 田（ 2002 :  11）に よ れ ば、話 し手 の評価 的

態 度 や認 識的 な とら え方 の 程度性 や 伝え 方を 表 した もの で ある。 こ れ

に 関 して、 第 1 章 で 述べ た ドイツ 語 の命 題外 機 能を 持つ 副 詞的要 素 と

非 常 に 近 い 成 分 で あ る 。 次 に 命 題 内 で 働 く 文 の 成 分 に つ い て 、 仁 田

（ 2002）で は命 題 内修 飾成 分 と状 況 成分 が紹 介 され てい る。命題 内 修1 5  

飾 成 分は 本稿 で の様 態の 副 詞的要 素 に 、状 況成 分 は本 稿で の 時  ・因 果  ・

場 所 の副 詞的 要 素に 対応 す る。第 1 章 で確 認し た通 り、ド イツ語 の 状

況 語 は、時 、因 果、様 態、 場所の 4 つ に分 けら れる 。日 本語 にも 同 様

に こ れら の状 況 を表 す語 句 が存在 す ると 言え る 。小 池（ 1994 :  111 ,  1 12）

か ら それ らの 例 文を あげる 。以 下、(37 )  は 時 間 、(38)  は 因 果 、(39)  は2 0  

様 態 、 (40 )  は 場 所 を表 す要 素 を含 む 文で ある 。  

 

（ 37） 六時 に駅 で 会お う。  

（ 38） 先週 、風 邪 で学 校を 休 みま し た。  

（ 39） 一人 で散 歩 する 。  2 5  

（ 40） 公園 に桜 の 木が ある 。  

 

以 上 から 、 日本 語に も命 題 内機能 を 持つ 副 詞的 要素 、す な わち状 況

語 を 認め るこ と が可 能で あ り、ド イ ツ語 の基 準 に合 わせ た 評価が 可 能

だ と 思 わ れ る 。 ド イ ツ 語 の 状 況 語 の グル ー プ が 詳 細 な 意 味 の 内 訳 を 持3 0  

つ 、 比較 的大 き なま とま り であっ た こと と同 様 に、 日本 語 の状況 語 の

各 グル ープ にも それ ぞ れ複 数の 意味 が 存在 する 。様 態を 例 にあ げれば 、
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手 段 を 表 す 手 段 格 や、 動 作 を 共 に 行 う 人 を 指 す 共 格 で あ る 。 ド イ ツ 語

で は、表 1 の M o d a l a d v e r b i a l i e n に お いて 、i n s t r u m e nt a l や Be g le i t u n g

が 含 ま れ て い る よ う に 、 こ れ ら手 段 格 や 共 格 は 日 本 語 で も 様 態と して

扱 う こと とす る 。  

 5  

３ ． １ ． ４ ． 日 本 語 の 補 足 部 と 修 飾 部  

 

３ ． １ ． ４ ． １ .  補 足 部 と 修 飾 部  

次 に 統語 的 側面 から も日 本 語の状 況 語を 整 理す る。 ドイ ツ 語では 補

足 語 （ E r g ä n z u n g e n） と 添 加 語 （ A n g a b e n） と い う 考 え 方 が あ っ た 。1 0  

本 稿 で 研 究 対 象 と す る 状 況 語 は 、 添 加 語 と して の 状 況 語 に 限 定 して い

た た め、 次は 日 本語 にお い て同様 の 概念 が存 在 する かを 検 討する 。 小

池（ 1994 :  1 01）に よ れば 、日本 語に は「補 足 部」と いう 考え 方が ある 。

あ る 表現 に対 し 情報 が欠 け ていれ ば 、質 問の 必 要性 が出 る のだが 、 補

足 部 はそ の名 の 通り 、欠 け た情報 を 補足 する 。 補足 部は 形 態的に 「 体1 5  

言 +格 助 詞」で形 成 され る。具体的 な 例を（ 41a-d）の 会 話を 用いて 示

す。 欠 け た 情 報 を 補 足 す る 質 問 と 、 補 足 す る 夫 の 回 答 が 名 詞 と 格 助 詞

で 構 成さ れる 点 に着 目 して ほし い。 こ の会 話は 小 池（ 1994 :  101 ,  10 2）

が 補 足部 の役 割 を示 すた め に作成 し たも ので あ る。  

 2 0  

（ 41a） 夫  遊 んで いる よ 。  

妻  誰が ？  

夫  太郎 が。  

 

（ 41b） 夫  太 郎が 遊ん で いる よ。  2 5  

    妻  どこ で？  

夫  中央 公園 で 。  

 

（ 41c） 夫  太 郎が 中 央公 園で 遊ん で いる よ。  

妻  一人 で？  3 0  

夫  まゆ みち ゃ んと 。  
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（ 41d） 夫  太 郎 が中 央公 園で まゆ み ちゃ んと 遊 んで いる よ 。  

妻  あら 、そ う 。  

夫  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 。  

 

こ の よう に、 会 話中 で夫 が 示す表 現 には 、妻 が 求め る情 報 が欠け て い5  

る た め 、 そ の 都 度 妻 は 夫 に 質 問を 返 し 、 情 報 を 完 全 に して い る 。つ ま

り 、この 一 連の 会話 に おい ての  「 遊 ぶ 」と い う動 詞は 、 「 主 格」、「場 所

格  （ デ で表 され る）」及び「 共格（ ト ）」を 要求 して いた と言 える 。こ の

よ う に補 足部 は 格 1 3 に関 す る情報 を 補足 して、情報 を完 全 なも のに す

る 働 きを する 。  1 0  

 用 言 が 補 足 部 と して どの よ う な 格 を 要 求 す る の か に つ い て 、 小 池

（ 1994 :  106 ,  1 07） は 以 下の ように ま とめ てい る 。  

 

「 買 う 」「 書 く 」「 読む 」 な どが対 格 を 必 要 と し 、「 結 婚 す る」「喧

嘩 す る」などが共 格 を必 要と し、「 出 発す る」「で かけ る」などが 起1 5  

点 格 を 必 要 と す る こ と は 、 こ れ ら の 語 彙 的 意 味 か ら 自 明 で あ る 。

こ の よう に、 語 彙的 意味 から 容易 に 推定 され る 格を その 語 の潜在

格 と いい 、潜 在 格を 必要 と するこ と を、 その 語 の潜 在的 格 要求と

い う 。そ の潜 在 的格 要求 に こたえ る もの が補 足 部で ある  

（ 小 池 ,  1994 :  1 06 ,  10 7）  2 0  

 

 一 方 で小 池 （ 1994） は、 補 足部 に 対 して、 さし あ たり 必 要な 情報 で

な い 評 価 的 情 報 を 表 す 文 の 成 分は 「 修 飾 部 」 と して い る 。 修 飾 部は 形

態 的 に 、 副 詞 や 用 言 の 連 用 形 と して 現 れ る 。 話 者 の 評 価 的 情 報 を示 す

と い うの は命 題 外機 能（ 言 表態度 ） に関 する も ので あり 、 命題内 機 能2 5  

を 扱 う今 回の テ ーマ とは 一 致しな い 。し かし 小池（ 1994）の、修 飾 部

の う ちの「 連用 修 飾語 」の説 明では 、命 題外 機能 に 加え 、情態 副詞（ 様

態 の 副詞 と等 価 ）も 修飾 部 に数え ら れて おり 、  

 

 3 0  

「 体 言＋ 格助 詞 」で 構成 さ れる補 足 部と 副詞 、 用言 の連 用 形な

ど に よって構 成さ れ る修 飾部 とでは 質 的に は異 な るが 、「 情態 副
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詞 的 ・様 態修 飾 」と 「状 態 格補足 」 及び 「情 態 副詞 的・ 結 果修

飾 、 内容 修飾 」 と「 内容 格 補足」 な どは 構文 上 の働 きは 同 一と

い ってよ い。（小 池 ,  1994 :  1 70）  

 

と 説 明が なさ れ てい る。  5  

 ド イ ツ 語 の 状 況 語 は 、 形 態 的 に 同 一 で あ って も 統 語 的 役 割 に よ って

補 足 語で ある か 添加 語で あ るかが 分 かれ てい た。例 えば a u f  d e m T i s c h

と い う前 置詞 句 は、どの よ うな 動詞 が 文を 構成 す るか によ って 、同じ 前

置 詞 句で もそ の 統語 的役 割 が異な る 。一 方 で小 池（ 1 9 9 4）が 示す 日 本

語 の 補足 部と 修 飾部 は 、動 詞 が要求 す るか 否か の 統語 的性 質 に加 えて 、1 0  

形 態 的性 質で も 異な って いる 。  

 

３ ． １ ． ４ ． ２ ． 補 足 部 の 添 加 性  

 前 項で は、 さ しあ たり 必 要でな い 情報 を表 す もの につ い て、修 飾 部

と い う カ テ ゴ リ が あ る こ と を 紹介 し た 。 こ れ は 補 足 部 と 対 応 して取 り1 5  

上 げ ら れ て い た 。 し か し 本 稿 では 、 用 言 に よ って 要 求 さ れ て い なく と

も 添 加 が 可 能 な 補 足 部 に つ い て 考 えて み た い 。 つ ま り 、 修 飾 部 の 役 割

を 持 ち、 補足 部 の形 態を と るもの で ある 。上 記 の引 用で は 、内容 格 と

情 態 格の みに 焦 点が 当て ら れてい た 。し かし 例 えば 時格 や 場所格 な ど

は どう だ ろ う 。 こ れ ら は 大 抵 の 文に 付 加 が 可 能 で あ る 。 現 実 世 界で 行2 0  

わ れ る 行 為 に 対 し 、「 い つ 」 そ の行 為 を し た の か 、「 どこ 」 で し たの か

等 は 、話 者の 選 択に より 発 言する こ とが 可能 で ある 。つ ま り、こ れ ら

は 必 ず し も 動 詞 の 潜 在 的 格 要 求に よ って 求 め ら れ る 補 足 部 で は ない と

い う こと であ る 。小 池の 示 す定義 で は、 補足 部 は潜 在的 格 要求に こ た

え る もの であ る から 、話 者 の選択 で 発言 され る 時や 場所 の 文成分 は 補2 5  

足 語 の定 義に 当 ては まら な い。し か し時 格や 場 所格 など は 「名詞 （ ＋

格 助 詞 ）」 に よ って 構 成 さ れ る もの で あ り 、 形 態 的 に は 補 足 部 であ る 。 

仁 田 （ 2002） の説 明 を見 れば 、  

 

 3 0  

［ 前 略］ 述語 成分 と 共演 成分 1 4 に よ って、 文 の基 本部 分・ 骨格 が

出 来 上が り、 そ の事 柄的 意 味の中 核 が形 成さ れ る。 述語 成 分と共
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演 成 分 に よ って 形 成 さ れ た 事 柄 的意 味 の 中 核 は 、 状 況 成 分 や 命 題

内 修 飾 成 分 を 付 け 加 えて い く こ と に よ って 、 拡 大 さ れ 限 定 さ れ て

い く こと にな る。（ 仁田 ,  2002 :  23 ,  2 4）  

 

と 述 べて いる 。さ らに 仁 田（ 2002 :  24）が 時の 状況 成 分と して紹 介して5  

い る 文 の 中 に は 、 補 足 部 の 形 態を 持 っ た 文 が 登 場 して い る 。 こ のよ う

に 、 潜在 的格 要 求に よる 補 足部（ 共 演成 分） と 、そ うで な く添加 が 可

能 な 補足 部（ 状 況成 分、 命 題内修 飾 成分 ） は 分 けて 考え る ことが 可 能

だ と 思わ れる 。 以降 本稿 で は後者 を 修飾 部の 一 部と し、 修 飾部と 呼 称

す る 。  1 0  

 

３ ． １ ． ５ ． 結 合 価 の 観 点  

 小 泉 （ 2007） は 結合 価の 概 念を 日 本 語に 適 用し た理 論 を展 開 して い

る 。 ドイ ツ語 で は、 ある 語 句が補 足 語で ある か 、添 加語 で あるか の 判

断 に あ た って 結 合 価 の 概 念 が 重 要で あ っ た 。 日 本 語 に お い て も 、潜 在1 5  

的 格 要求 を判 断 する ため に、結合価 の 概念 を用 い るこ とが 可 能だろ う。

小 泉（ 2007）は、補足 部を「行 為項 」、修飾 部を「 状 況項」と して いる 。

ま た 、状 況項 の 配列 に対 し 、  

 

状 況 項 に は 、 時 間 、 場 所 、 様 態な どの 種 類 が あ る が 、 こ れ ら の 間2 0  

に も ある 序列 が 見ら れる 。［中 略］日本 では 、動 詞結 節の 左 側に 時

間 、場 所、様 態の 状況 項 と［ 中 略］並 べ られ る。（ 小泉 ,  2007 :  18 4）  

 

と 述 べて いる 。 この よう に 、日本 語 にも 結合 価 の概 念は 適 用が可 能 で

あ り 、な おか つ 状況 語と 同 様の概 念 が存 在す る こと が分 か った。  2 5  

 

３ ． １ ． ６ ． 日 本 語 の 題 目 部  

 ド イツ 語に は 前域 と呼 ば れる領 域 が存 在し 、 そこ には あ らゆる 文 肢

を 配 置す るこ と がで き、 そ の中で も テー マを 示 す語 句が 前 域を占 め る

こ と が多 いと 述 べた 。日 本 語にも 同 様の 役割 を 担う 文中 の 場所が 存 在3 0  

す る 。それ が 、小 池（ 1994）が 示 す 題目 部で あ る。こ こに 配置さ れ る

語 句 も 前 域 同 様 自 由 で あ り 、 主に 「 は 」 を 伴 って 表 現 さ れ る こ とが 多
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い 。 例 え ば 「 私 は 」 と 題 目 部 に置 け ば そ の 文 は 「 私 」 を テ ー マと して

展 開 さ れ る 。 そ して こ こ に 状 況 語を 配 置 す る こ と も 当 然 可 能 で ある 。

以 下 の例 文（ 42）（ 43） に お ける下 線 部は 題目 部 を示 してい る。  

 

（ 42） 今日 は私 が 掃除 当番 で す。  5  

（ 43） 公園 には た くさ んの 遊 具が あ りま す。  

 

こ の よう に、 時 や場 所が 題 目部を 占 める こと も ある 。こ の 題目部 が 展

開 さ れた 後、 こ こま で紹 介 した補 足 部や 修飾 部 が入 る解 説 部が続 け て

述 べ られ るか ら 、ド イツ 語 におけ る 状況 語の 標 準的 語順 に 示した よ う1 0  

に 、 これ ら題 目 部も 、織 り 交ぜて 示 した 方が 良 いだ ろう 。  

 

３ ． １ ． ７ ． 日 本 語 に お け る 状 況 語 配 列 の 例  

 前 々項 では 、小泉（ 2007 :  1 84）の 示す 状況 項 の配 列を 紹介 した 。も

う 一 度ま とめ る と、  1 5  

 

時 → 場所 →様 態  

 

で あ る。ド イツ 語で は ここ に因 果を 含 め４ つの グルー プ と して いたが 、

こ こ では 紹介 さ れて おら ず、基 本的 な 語順 は不 明 であ る。  2 0  

も う １ つ 基 本 的 な 語 順 の モ デ ル を 紹 介 して い る の が 、 小 池 （ 1994 :  

1 15）で あ る。以 下 に表 を引 用する 。小 池（ 1994）は、こ れは あくま で

標 準 的な 語順 で あり 、そ れ ぞれの 要 素は 互い に 語順 が入 れ 替わる こ と

は 普 通の こと で ある と して いる 。  

 2 5  
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表 7  日 本 語に おけ る補 足 部の 標準 的 語順  

 

こ れ を 大 き な グル ー プ に ま と め て み る 。 時 格 や 場 所 格 は そ の ま ま 時 と

場 所 にで きる 。 道具 格、 手 段格、 状 態格 、共 格 及 び 内容 格 は様態 と し5  

て 、 原因 ・理 由 格は 因果 と できる だ ろう 。共 格 が原 因・ 理 由格と 同 じ

レ ベ ルで 示さ れ てお り、 内 容格は そ れよ り後 ろ のレ ベル で 示され て い

る 。 その ため 、 これ を並 べ れば、  

 

時 間 →場 所→ 様 態・ 因果 （ 順不同 ）  1 0  

 

と い うこ とに な ろう。先述 の 小泉（ 2007 :  184）と 、共 通して いる 点 は

時 間 、場 所及 び 様態 の並 び である 。 ここ に前 項 で述 べた 題 目部を 付 け

加 え ると 以下 の よう に示 す ことが で きる 。  

 1 5  

題 目 部（テ ー マ）と しての 状 況語→ 時 間→ 場所 → 様態・因果（順 不同 ）  
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３ ． １ ． ８ ． ま と め  

日 本 語の 状 況語 につ いて 、 複数の 先 行研 究 から 見解 を集 め た。結 論

を 以 下に まと め る。  

ま ず、日 本 語に も副 詞 的要 素か らな る 状況 語が 存 在し た。そ して補足5  

部 と 修飾 部と い う考 え方 が あり、 こ れは それ ぞ れド イツ 語 の補足 語 と

添 加 語と 同様 の もの であ る 。補足 部 は用 言が 持 つ潜 在的 格 要求に よ っ

て 決 定 さ れ 、 さ し あ た り 必 須 では な い も の は 修 飾 部 と な る 。 そ して 基

本 的 な状 況語 の 語順 は、 題 目部の 後 、時 間、 場 所、 様態 も しくは 因 果

と 続 く。  1 0  

 

３ ． ２ ．  ド イ ツ 語 と 日 本 語 に お け る 状 況 語 の 配 列 の 相 違 点  

 最 初に 、第 1 章 、第 2 章 及び本 章 前項 まで で 確認 した ド イツ語 と 日

本 語 の状 況語 の 基本 的な 語 順につ い て、 ここ で 再度 まと め る。ま ず ド

イ ツ 語は 、  1 5  

 

枠 組 みの 時→ 枠 組み の場 所 ・因果 （ 順不 同）  

→ 時 →因 果→ 場 所・ 様態 （ 順不同 ）  

 

で あ り、 日本 語 は、  2 0  

 

題 目 部（ テー マ ）と しての 状況 語→ 時 →場 所→ 様 態・ 因果 （ 順不同 ）  

 

と ま とめ られ る 。  

 こ の 2 つ の 語順 に おけ る共 通点 は 、ま ず時 、 場所 等の 意 味を超 えて2 5  

前 に 配置 され る 、テ ーマ を 示す要 素 が存 在す る こと であ る 。ドイ ツ 語

で は この 部分 が 文の 左側 に 集まる 傾 向が あり 、 前域 に配 置 される こ と

も 少 なく なか っ た。 日本 語 でも同 様 に、 解説 部 が現 れる 前 に、題 目 部

と して テー マの 部 分が 先に 現れ る。  

 次 にテ ーマ 以 外の 状況 語 につい て 見て いく 。 時が その 中 で一番 手 前3 0  

に 配 置 さ れ る の は 共 通 点 と 言 え そ う だ 。 そ の 次 に 配 置 さ れ る グル ー プ

か ら 違い が見 て 取れ る。ドイ ツ語で は 因果 が先 に 配置 され る のに対 し、
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日 本 語で は場 所 が来 てい る 。そ して 、 その 後に 来る 2 つ の グル ープ は

どち らの 言語 にお い ても 順番 が 確定 して いな かっ た。ドイ ツ語 は 場所 、

様 態 の 2 つ であ り 、日 本 語は 様態 、因 果で あ った 。この よう に、時 以

降 の 配置 は日 本 語と ドイ ツ 語で対 応 が見 られ な い。 この よ うな基 本 的

語 順 の違 いを 参 考に すれ ば 、時間 → 因果 →場 所 の順 で構 成 された ド イ5  

ツ 語 は、 日本 語 で表 現す れ ば、時 間 →場 所→ 因 果の 順に な ると予 想 が

た て られ そう だ 。な ぜな ら 、基本 語 順の 上で は 、日 本語 で は時の 次 に

は 場 所 が 置 か れ る こ と に な って おり 、 ド イ ツ 語 の 語 順 の よ う に 時の す

ぐ 後 に因 果が 置 かれ てい な いから だ。実際 に その よう な文 を S tr af e か

ら 抜 粋し 、確 認 する 。各 用 例に含 ま れる 、該 当 する 副詞 的 要素に は 下1 0  

線 を 引い た。  

 

（ 44） S e c hs  J a h r e  s p ä te r  s t i r b t  A s c h e r  a n  Le b e r kr e b s  i n  e i ne r   

K l i n i k .（ S .  1 3 6）  

（ 4 5）六 年後 、ア ッシ ャ ーは 肝臓 が んに かか り、病院 で 息を 引き と1 5  

っ た 。（ 刑罰 』 ） 1 6 4 頁）  

 

こ の 文に おい て は、 結果 は 同じ語 順 と言 える 。 6 年 後と い う、時 間 に

よ る テー マの 構 造が 作成 さ れ、以 下 の文 に続 い てい るが 、 いずれ の 文

で も 因果 を表 す すい 臓が ん と、場 所 を表 す病 院 が続 けて 述 べられ て い2 0  

る 。 物 語 の 観 点 で は 、 ア ッ シ ャー は 自 身 の 家 に 強 く こ だ わ り を持 って

い た か ら 、 そ ん な 彼 が 病 院 で 息を 引 き 取 って し ま う と い う 印 象 付け の

た め 、日 本語 訳 でも 場所 を 後ろに 置 いた と考 え るこ とも 可 能だろ う 。  

こ れ と同 様 のケ ース が、 時 間→様 態 →場 所 の順 で構 成さ れ たドイ ツ

語 の 文を 訳し た 日本 語で も 確認さ れ た。 該当 の 状況 語に は 下線を 引 い2 5  

た 。 な お 、 日 本 語 訳 の 文 で は 副詞 的 要 素 の 意 味 に よ って 境 目 を 明確 に

す る ため 、空 白 を挿 入 して いる 。  

 

（ 46)  F ü n f  T a g e  n ac h  d e r  T a t  r u t s c ht  As c he r  n ac h ts  b e t r u n ke n  

a u f  d e r  Ke l l e r t r e p p e  a u s ,  [ . . . ]（ S .  1 3 0）  3 0  

（ 47） 事件 か ら 五 日 後、 ア ッ シャ ー は 夜 中 に  酔 っ ぱ らって  地 下室

の 階 段で 足を 踏 みは ずし 、［ 後略］（ 157 頁 ）  



41 

 

 

（ 47）の用 例で は、日本 語 におい て 標準 とさ れ る時 間→ 場 所→様 態 で

は な く、 アッ シ ャー の様 態 を表す 語 が、 踏み 外 した 場所 よ りも先 に 示

さ れ てい る。  

こ れ らか ら 、確 かに 標準 と される 語 順の 上 では 、状 況語 の 並びに 差5  

異 が 見 受 け ら れ た が 、 先 ほ どの 用例 を 見 て も 両 者 が 同 じ 語 順 で ある こ

と に よって生 まれ る 違和 感は 全くな い と言 って 良い だ ろう 。そ して（ 45）

と （ 47） が、 それ ぞれ 以 下の（ 48） と （ 49） のよ うで あっても 違和 感

は な い。 各状 況 語に は下 線 を引い た 。  

 1 0  

（ 48）六 年 後、ア ッ シャ ーは 病 院で  肝 臓 がん によ り 息を 引き とった 。 

（ 49）事件 か ら五 日後 、アッ シャー は 夜中 に  地 下 室 の階 段で 、酔っ

ぱ ら って 足を 踏み 外 し［ 後略 ］  

 

ま た 、 ド イ ツ 語に お い て因 果 →様 態 の 語 順 を 示 して い る 文 （ 50） が 日1 5  

本 語 訳（ 51）で どのよ うに され てい る かを 確認 して みる 。ド イツ 語の 用

例 に おけ る下 線 部は 因果 を 示す状 況 語で ある 。  

 

（ 50）[ . . . ]  ,  d i e  K u n d e n  h ä t te n  d a f ü r  a l l e s  mi t  i h r  m ac h e n  d ür f e n .  

（ S .  1 5 8）  2 0  

（ 51） 客は 女に な にを やっても 良か っ た。（ 187 頁 ）  

 

文 脈 と して は、この 場面 の 登場 人物 で ある「女」は 客に 買わ れ ており 、

お 金 を払 った た め 、客 は女 に なにを して も良 いと い う話 の流 れで ある 。

語 順 の参 考に は なら なか っ たが、 お 金の 話 が dafü r と して 代名副 詞 と2 5  

な り 、日 本語 で その 部分 が 省略さ れ てい るの は 、ド イツ 語 と日本 語 の

省 略 の 性 質 が 異 な って い る こ と を 示 して い る か も し れ な い 。 こ れ は 多

く の 代名 詞に 共 通す る話 で あるた め 、状 況語 に 限っ た話 で はない が 、

代 名 詞の 省略 可 否性 は状 況 語の語 順 を考 える 上 でも やは り 欠かせ な い

観 点 にな るだ ろ う。  3 0  

 こ のよ うに 、 標準 的語 順 はやは り あく まで 標 準で あり 、 状況語 と い

う カ テゴ リ内 で 自由 に配 置 され得 る こと は先 行 研究 でも 多 々示さ れ て
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い る こ と で あ る 。 そ の 点 に 関 してこ の 章 で は よ り 強 い 証 拠 を 得 るこ と

が で きた と考 え る。 また 、 代名詞 で ある か否 か のよ うに 、 その語 が 持

つ 情 報 の 重 み や、 物 語 全 体 の 文 脈 に よ って 強 調 し た い 意 味 を 持 つ 語 な

ど、複 数 の要 因に よって 自由 に変わ り 得る こと が 予想 でき た 。  

 5  

４ ． 終 わ り に  

 

４ ． １ ． ド イ ツ 語 か ら 日 本 語 を 理 解 する に あ た って  

 今 回扱 った 作 品と 、作 品 を訳し た 翻訳 者の ケ ース では ド イツ語 と 日

本 語 の 状 況 語 に お け る 語 順 に 関 して 明 確 な 違 い を 見 出 す こ と は でき な1 0  

か っ た。 むし ろ 原文 と翻 訳 で語順 が 同じ ケー ス も見 受け ら れた。  

こ の 点か ら 、ド イツ 語か ら 日本語 に 翻訳 す る際 、も しく は 単に理 解

す る 際 、 状 況 語 に 関 して は 大 き な労 力 を 用 い て 変 換 す る 必 要 が ない と

言 え るか もし れ ない 。テー マを 示す 状 況語 はほ と ん どの 場合 、「 は」を

伴 って 現 れ る 日 本 語 の 題 目 部 に あ た る と 考 えて 良 い だ ろ う 。 例 外 は テ1 5  

ー マ を示 す因 果 の副 詞的 要 素であ る 。こ れは 、 時の 副詞 的 要素「 今 日

は 、 昨日 は」 あ るい は場 所 の副詞 的 要素 「公 園 では 、学 校 では」 の よ

う に 「は 」を 伴 うこ とが で きない 。  

上 述 した の は語 順に つい て だが、 状 況語 の 語句 が持 つ意 味 につい て

も 検 討を 少し 加 えた い 。観 察の 結果 、興味 深 い点 に気 づ いた 。そ れは 、2 0  

文 脈 によ り意 味 の解 釈が 変 わり得 る 語句 が存 在 する こと で ある。 例 え

ば 、 a u f  de m  We g や i n  de r  Sc h ul e のよ うな 句を 考 えれ ば、 単 に「 道

の 上 」 と い う 場 所 を 示 す こ と もあ れ ば 、「（ どこ か  向 かう ） 途 上」 の

よ う に 、時 間の 概念 を 表現 する こと も 可能 であ ろ う。 i n  d e r  Sc h u le も

同 様 に、「 学校 の中 」を示 す か 、あ る いは「 学校 時 代 、学 校に 通って い2 5  

た 頃 」のよ うに 時間 の 解釈 がな され る こと もあ る 。1 つ の訳 の例 だが 、

実 際 に（ 52a） の文 にあ る i n  d e r  S c h u le は、 日 本語 の訳 文（ 52b） に

お い て後 者の 解 釈が され て いる。 用 例の 該当 部 には 下線 を 引いた 。  

 

（ 52a） I n  d e r  Sc h u le  h a t t e  s i e  e s  s c ho n  g e k a n n t ,  [ . . . ]（ S.  1 1）  3 0  

（ 52b） 学 校に 通ってい たこ ろ から す でに 気づ い てい た。（ 17 頁 ）  
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こ の よう に 、必ず しも 語句 と 意味が 一 対一 で対 応 してい ない 場合 は、

テ カ モ ロ の よ う に 、 意 味 に よ って優 先 さ れ る 語 順 を 仮 定 す れ ば 、ド イ

ツ 語 を理 解す る 際に 意味 を 判別す る 手助 けに な るか もし れ ない。  

 

４ ． ２ ． 日 本 語 か ら ド イ ツ 語 を 作 成 する に あ た って  5  

ま た 、 逆 に 日 本 語 文 か ら ド イ ツ 語 文 を 作 る に あ た って 、 単 に 個 々の

単 語 の 意 味 に 集 中 す る の で は なく 、 ま ず そ の 語 句 が どの よ う な 役割 を

担 って お り 、 か つ 添 加 語 な の か 補足 語 な の か に 注 意 す る 必 要 が ある 。

役 割 と して は 、 会 話 に お い て は 尋ね ら れ て い る 、 レ ー マ に な り 得る 要

素 や テ ー マ が 何 か を 意 識 す る 必要 が あ る 。 そ して 方 向 を 示 す 場 所の 副1 0  

詞 的 要素 のよ う に、 補足 語 である 語 はや はり 後 ろ側 に来 る ことは 留 意

し な けれ ばな ら ない 。特 に 方向に つ いて は、 日 本語 では 方 向格の 後 に

状 態 格が やってく る ため 、  

 

（ 53） 大学   急 い で行 く 。  1 5  

 

と い う表 現に 対 し、 この 補 足語の 特 性に 注意 し なけ れば 、  

 

（ 54） I c h  ge h e  z u r  U n i  r a s c h .  

 2 0  

と 、 ドイ ツ語 の 基本 的な 語 順から は 外れ てし ま うこ とに 注 意が必 要 で

あ る 。  

添 加 語の 配 列に つい ては 、 ドイツ 語 にお い てテ ーマ を示 す 状況語 と

題 目 部は 共通 の 要素 であ り 相互に 応 用が 利く こ とが 分か っ た。中 域 に

お け る状 況語 に つい ては 、第 3 章 で 日本 語訳 を 観察 する こ とで、日 本2 5  

語 に 関 して は ド イ ツ 語 に 合 わ せ た配 列 の 入 れ 替 え が 確 認 さ れ た 。し か

し 、 独作 文に お いて これ と 同様の 柔 軟性 を持 つ かは ここ で は明確 に で

き て いな い。 そ のた め、 ド イツ語 の 状況 語の 基 本的 な語 順 である 、 時

→ 因 果 → 場 所 ・ 様 態 （ 順 不 同 ）に つ い て は 日 本 語 と の 違 い と して留 意

して お くべ きだ ろ う。  3 0  
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４ ． ３ ． 調 査 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

 今 回 の サ ン プル 調 査 で は 、 様 態 と 場 所 の 副 詞 的 要 素 に 関 して 標 準 的

な 語 順 を 明 確 に す る こ と は で きな か っ た 。 調 査 の 副 産 物 と して いく つ

か の 事実 は垣 間 見え たも の の、今 回 の手 法で は 以下 に示 す ように 、 調

査 の 対象 を絞 り 切れ ず、研究 対 象が 広 域に わた って し まっ たと 考える 。5  

今 後 取り 組む べ き課 題を 以 下に挙 げる。  

ま ず、調 査 の課 題の 1 つ で あった 、 状況 語が 前 域に 現れ る 事象に つ

い て は、 十分 に ケー スが 集 まった と 思う 。そ の ため 、次 は 副文の み を

集 め た調 査が 求 めら れる 。 テーマ 以 外の 状況 語 のみ を純 粋 に比較 す る

に は 、全 ての 状 況語 が中 域 に集ま っ た文 が最 適 であ ると 思 われる 。  1 0  

 2 つ 目 の 取り 組む べき 課 題は、 代 名副 詞や 接 続副 詞等 の 、状況 を 示

す 意 味機 能の 他 に、 文脈 上 の機能 を 持っ た状 況 語に つい て の分析 を 進

め る こ と で あ る 。 例 え ば 代 名 副詞 や 接 続 副 詞 は 、 文 脈 上 の 機 能と して

前 の 文 と 繋 が り を 示 す 機 能 を 持 って い る 。 以 下 の 用 例 に お け る 下線 部

が そ の状 況語 で ある 。  1 5  

 

 （ 55 ） T r o t z d e m  h a b e  d i e  S t a a t s a n w ä l t i n  de n  Er l a s s  e in e s  

H a f t b e f e h l s  b e a nt r a g t .（ S .  1 0 5）  

 

こ の 用例 の Tr o t z de m は 、 日本語 訳 にお いて 「 それ でも 」 と訳さ れ 、2 0  

「 そ れ」が 何を 指し 示 して い るかは 、前の 文 から 理解 する 必 要が ある 。

他 に も前 の文 と 繋が りを 持 つ状況 語 を含 む例 を （ 56） に示 す。  

 

（ 56） Er  i s t  k r a n k ,  d e s h a l b  k an n  e r  n i c h t  a r be i t e n .  

 2 5  

こ の 用例 にお け る下 線を 引 いた de s h a l b は、副詞 で あり 因果 の意味 を

持 ち つ つ も 接 続 詞 の 役 割 を 果 た して い る 。 こ の よ う な 場 合 は 単 に意 味

の み な ら ず、 文 に お け る 役 割 に よ って 文 中 の 配 置 が 影 響 さ れ て い る 可

能 性 があ る。 そ のた め、 こ のよう な 代名 詞や 接 続詞 の機 能 を兼ね 備 え

た 状 況 語 と 、 前 の 文 と 繋 が り を持 た な い 普 通 の 状 況 語 を 区 別 して調 査3 0  

す れ ば、 より 細 分化 され た シチュ エ ーシ ョン に おけ る語 順 のモデ ル を

示 す こと が可 能 であ ろう 。 前の文 の 影響 を受 け ない 局所 的 な状況 語 の
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基 本 語順 を確 定 する には 、 文脈上 の 機能 を持 つ 状況 語を 除 いた調 査 が

望 ま しい だろ う 。  

 3 つ 目 の 改善 点に 、日 本 語の文 章 から 翻訳 さ れた ドイ ツ 語の文 章 を

観 察 する こと が 挙げ られ る 。今回 は 、ド イツ 語 で表 現さ れ ている が 日

本 語 で表 現さ れ てい ない 要 素があ る こと が確 認 でき た。 同 様に、 日 本5  

語 の 文章 から ド イツ 語の 文 章 翻 訳 され たデ ー タを 観察 す ること に よ

って 、 日 本 語 の 状 況 語 が ド イ ツ 語に 変 換 さ れ る 過 程 に お い て 、 省略 の

可 否 のよ うな 特 徴が 現れ る か特定 で きる 可能 性 があ る。 両 方向の 翻 訳

結 果 を比 較す る こと で、 状 況語の 扱 いに つい て 、基 本的 な 語順以 外 の

観 点 から も検 討 する こと が できる だ ろう 。  1 0  

4 つ 目 は 、 中心 とな るデ ー タの偏 り を無 くす こ とで ある 。 今回取 り

上 げた 作 品 中 に は 話 し 言 葉 が 含 まれ て は い た が 、 書 き 言 葉 が 割 合上 多

か っ たた め、 書 くこ とと 話 すこと に 依存 する 要 素が ある と 仮定す る な

ら ば 、そ れつ い ては 別途 検 討が必 要 であ る。 ま た、 作者 の 癖や特 有 の

表 現 を加 味し た 上で の分 析 は難し い ため 、大 規 模な 調査 を 行う際 に は1 5  

年 代 や方 言等 、 加味 する べ き要素 が 増え るこ と にな るだ ろ う。こ れ ら

の 課 題を 克服 す る手 段に は 、話し 言 葉も 含め た コー パス 等 の大規 模 な

デ ー タか ら状 況 語を ピッ ク アップ す るこ とが 挙 げら れる 。 しかし 、 副

詞 的 要素 の形 式 の豊 富さ や 状況語 に 該当 する 語 の多 さを 考 えれば 、 語

句 の 指 定 を 行 っ た 検 索 は 困 難 なこ と が 予 想 さ れ る 。 文 脈 を 介 して意 味2 0  

を 捉 える こと が 必要 な語 句 が存在 す るこ とも 本 稿で 示し た 通りで あ る。

し か し、 いく つ かの 条件 を クリア す れば AI に よる 収集 を 行うこ と も

可 能 では ない か と考 えら れ る。ま ず は前 後を 伴 う一 連の 文 章を集 め る

こ と であ る。 こ れは 文脈 を 明確に す るた めで あ る。 次に 、 収集す る 状

況 語 の 範 囲 を 明 確 に 指 定 す る こと で あ る 。 そ して 次 の 条 件 は 、 人間 が2 5  

行 う 収集 と同 じ 条件 下で 調 査を行 わ せる こと だ 。単 独の 単 語を指 定 し

て 調 査を する こ とが 困難 で あるこ と は先 述の 通 りで ある 。 状況語 に は

補 足 語 と 添 加 語 が 存 在 し 、 意 味的 な 分 類 と して は 、 時 、 因 果 、 様態 、

場 所 が存 在す る こと を示 さ なけれ ば なら ない 。 この よう な 細やか な ラ

ベ ル 付け を自 動 的に 行う こ とがで き たな ら、 人 の手 では 莫 大な時 間 が3 0  

か か る大 規模 収 集を AI に 任せる こ とが でき 、 デー タの 偏 りを削 減 す

る こ とに 大幅 な 労力 を割 く ことは な くな るだ ろ う。 結局 は 人が行 う 収
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集 と 同じ 前提 を 完璧 に構 成 し 、AI に は 処理 の負 荷 のみ を担 当 させる 使

い 方 が現 在で は 有力 な使 い 方だと 思 われ る。 ま た大 規模 な データ の 収

集 を 目指 し AI を 用 いる 際 には、 著 作権 等の 倫 理的 観点 に も配慮 が 必

要 で あり 、分 野 を超 えた 知 識が必 要 にな る。  

 5  

注  

1  D u de n  ( 2016 )  に よ れ ば副 詞は不 均 質で あり 、 定義 は困 難 である が、

2 つ の共 通 点が 挙げ られ る とい う。1 つ は、一部 に は比 較変 化 の例外 が

存 在 する （ o f t ,  b a l d  e t c .） が 、語 形 変化 をし な いこ と、 そ して 2 つ 目

は 単 独で 前域 （ Vo r fe l d） の 移動 が 可能 なこ と であ る。  1 0  

2 与 格 は 前 置 詞 と 結 び つ く こ と で 副 詞 的 要 素 に な り 得 る （ a u f  d e m 

B a l k o n ,  i n  de r  S t a d t  e t c .）。  

3 厳 密 に 言 え ば 、 mi t  we m . . . ? や t r o t z  we l c h e n  U ms t a n d s . . . ? 、 i n  

w e l c he r  A b s i c ht . . . ?の よ う に、疑 問 に対 する 回 答は 状況 語 である も の

の 、 疑問 副詞 で 問わ れな い ものも 存 在す る。  1 5  

4  h t t p s : / / gr a m mi s . i ds - m a n n h e i m. d e / ve r b v a le n z  

5  D u de n  ( 2016 :  7 97 )  に お いて この 項 目は s c h le c h t  e r f r a g b a r とさ れ

て お り 、 対 応 す る 疑 問 詞 が 記 載さ れ て い な い 。 よ って 対 応 す る 右枠 を

空 白 と して いる 。  

6 表 1 の ド イツ 語 に対 応す る 日本語 訳 を以 下の 表 にま とめ る 。  2 0  

 

時 の 副詞 的要 素  疑 問 詞  

・ 時 刻、 時点 （ 1）  

・ 期 限  

・ 時 間的 な起 点  

・期 間、時間 の 長さ  （ 3）、反復  （ 2） 

・ い つ？  

・ い つま で（ に ）？  

・ い つか ら？  

・ どれほ ど長 い間 ？ 頻繁 に？  

 

因 果 の副 詞的 要 素  疑 問 詞  

・ 狭 義の 理由 、 原因 （ 4）  

・ 条 件付 けの  条件  

・連続 的 に導 かれ る   帰 結 、結 果  

・ 目 的  

・ 譲 歩 効力 の ない 反論 理 由  

・ な ぜ？  

・ どの よう な場 合 、状 況で ？  

 

・ どの よう な意 図 で？  

・ どんな 状況 にも か かわ らず ？  

 

 

 2 5  
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様 態 の副 詞的 要 素  疑 問 詞  

・やり 方 、行 動 の仕 方  （ 7）、（ 9） 

・ 度 合い 、量 、 強度  

・ 段 階的 な差 異  

・ 素 材の 性質  

・ 手 段や 道具 （ 8）  

・ 同 伴者 、連 れ （ 6）  

・ どの よう に？  

・ どれだ け？ どん なに ？  

・ どれだ け（ 差が あ る） ？  

・ 何 から ？  

・ 何 で、 何に よって ？  

・ 誰 と？  

 

場 所 の副 詞的 要 素  疑 問 詞  

・ 地 点（ 10）  

・ 方 向、 道の り 、目 的地  

・ 起 源、 出所  

・ 場 所的 な広 が り、 大き さ  

・ どこで ？  

・ どこ ？  

・ どこか ら？  

・ どの くら い広 く ？  

 

7  t e m po r a l ,  k a u s a l ,  mo d a l ,  l o k al の 最初 の 音節 をロ ー マ字 読み した も

の 。  

8 グロ ー ス （ 2000） は 補 足 語 と 添 加 語 に つ い て そ れ ぞ れ 、「 補 足 成 分 」5  

「 添 加 成 分 」 と い う 用 語 を 使 ってい る が 、 こ れ ら は 本 稿 で い う 補足 語

と 添 加語 にあ た るた め、 引 用以外 の 本文 では 用 語を 統一 して示 した 。  

9 井 口 （ 2000） では 前域 を 文頭 、中 域 を文 中と して いる 。  

1 0 山 本（ 2000） 及 びグロ ース（ 2000） は、 状況 語 との 関連 で は前域 に

つ い て触 れて は いな いが 、 既知の も のを 配置 し 話の 幕開 け を行う 機 能1 0  

を 説 明 して いる 。  

1 1４つ の 状況 語の グルー プ が 1 文 で 用い られ た ケー スは 今 回見受 け ら

れ な かっ た。  

1 2 表 3-2 に お ける Mo L o、L o M o、表 3-3 に おけ る Te Mo L o、T e Lo Mo、

T e Mo T e Lo、 そ して Lo Te Mo を 数えて い る。  1 5  

1 3  名 詞 類 が 文 の 中 で 他 の 単 語 に 対 して と る 関 係 の あ り 方 を あ ら わ す

文 法 カテ ゴリ （ 仁田 他 ,  2000 :  4 9）  

1 4 仁 田（ 2002） は 補足 部 にあ たる も のを 共演 成 分と 呼ぶ 。  
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